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ノンパッケージミュージックを聴きながらオンラインオークションにはまる。PCからはウェブラジオが流れっ
ぱなし。銀行振込も携帯電話から。夏のボーナスは米国株で運用する。いつのまにか生活の中にはインター
ネットがいっぱい。「つまらない」なんて言ってるのは誰だろう？ そう、本当のお楽しみはこれからなのだ！
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■私たちはまだ何も見ていない

1927年に米国で「ジャズ・シンガー」とい

う映画が上映された。世界で最初のトーキー

（音が出る）と言われるこの映画は、アル・ジ

ョンソンの「You ain't heard nothin' yet!」と

いうせりふで始まる。ジャズ・シンガー以前の

無声映画しか知らない観客に対して、「これか

ら起こることを、あなた方はまだ何も聞いてい

ないのですよ！」と宣言したわけだ。この名せ

りふには、ジャズ・シンガーが日本で上映され

た際に「お楽しみはこれからだ」というすばら

しい訳が付けられた。

そして、現在のインターネットシーンも映画

が無声映画からトーキーへ進化したのと同じく

らい大きな変化を迎えようとしている。だから

こそ、同じせりふがとてもよく似合う。そう、

私たちはこれから起こるインターネットのおも

しろさを「まだ何も見ていない」のだ。

■第三の波は「巨大なうねり」

インターネットが今日のように普及するまで

の過程には、いくつかのブレークポイントがあ

った。第一の波は、今日のインターネットの発

展に大きく貢献した「モザイク」の登場だろ

う。この新しいソフト「WWWブラウザー」に

よって、ハイパーリンクとグラフィックを持っ

たホームページは瞬く間に世界中に広がってい

った。世はまさに「ネットサーフィン」の時代

である。

2番目の波は1995年、ローリング・ストー

ンズの「スタート・ミー・アップ」をBGMに、

あの「ウィンドウズ95」とともにやってきた。

これまでより圧倒的に「つなぎやすい」OSの

登場によって、日本のインターネット人口も

1000万人を突破することになる。

そして、今日、第三の波はもうやってきてい

る。ただし、今回はこれまでと違って「主役」

が1人ではない。さまざまな必然や偶然が重な

り合って、巨大なうねりが押し寄せてくるよう

なイメージがぴったりくる。

なんと言っても、これま

での2つの波と大きく

異なる点は、PCを

使いこなせないユ

ーザーもインターネ

ットにつながり始め

たということだ。と

すると、あと数年たっ

たころには、ウィンドウ

ズ95と同じローリング・スト

ーンズの「シーズ・ア・レインボウ」に乗って

やってきた「iMac」あたりが第三の波の主役と

して称えられているかもしれない。

■すべてはECに向かう

新しいフェーズに入った今日の

インターネットでは、あらゆるも

のがエレクトロニックコマース（EC）

に向かって進み始めてい

る。コンテンツの提

供者もニュースやタ

ウンガイドだけでは

お金にならないこ

とに気づいている。

プロバイダーも顧客

を獲得するための価格競

争のすえに、月額数千円の接続だけではそれほ

ど儲からなくなってきた。昨年あたりから話題

になっていたポータルサイトも、膨大な数のユ

ーザーからどのようにお金をとるかが課題にな

っている。かつての稼ぎ頭だったバナー広告も、

どんどんその価値が下がってきている。

その結果、これらの企業はそれぞれのスタン

第三の波には
「お楽しみ」がいっぱい
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スから物を売ったり金

融サービスを提供した

りすることで、確実な

利益を得ることを真

剣に考え始めるように

なった。

マイクロソフトもサンも

IBMもヤフーもAOLも、インタ

ーネットにかかわるあらゆる企業

がECへと向かっているのだ。

■今度の広がりは“1ケタ”
違う

ECに向かい始めた企業にとっては、

いかにマーケットを広げるかが重要になる。

現在、日本のインターネット人口は1500

万人と言われているが、この規模ではとても

話にならない。さらに、1500万人のインター

ネットユーザーのほとんどが、そのままPC

ユーザーというのが現状だ。では、

インターネットユーザーを増やす

ためにPCを使える人を増やせ

ばいいのかというと、現在の

PCを扱うことの難しさを考

えれば、それが現実的ではな

いことは明らかだ。必然的に、

PCを使えない、またPCに興味

がないユーザーをいかにインターネ

ットに取り込むかが次の課題になるわ

けだ。

インターネットがECに向かう。そしてマー

ケットを広げるためにPCを使わない層にター

ゲットを絞る。もし、このもくろみが成功すれ

ば、結果的に第三の波はこれまでと1ケタ違う

ユーザーの増殖をもたらすことになる。

■ネットサーフィンは終わった

非PCユーザーをインターネットに導くため

の取り組みはすでにさまざまなところで始まっ

ている。日本でも、iモードやcdmaOneなど

の携帯端末、WebTV、ドリームキャストなど

の情報家電はすでに発売されているし、今年中

にはソニーからPC以上の頭脳を持った「プレイ

ステーション2」というモンスターが登場する。

海の向こうでも、放送とインターネットとの

統合が大きな話題となり、CATVの視聴者をそ

のままインターネットに連れて行こうとする戦

略が着々と進んでいる。MP3から始まったノン

パッケージミュージックも、さまざまな企業や団

体が著作権問題を解決する方向に努力し、合

法的な配信が始まろうとしている。そして、ダウ

ンロードした音楽データはPCだけでなく、小さ

な携帯プレイヤーを使って「街」で聴けるのだ。

さらに、多くの人をインターネットにひきつ

け初めているのが「金融」の世界だ。24時間、

銀行に行かなくても振込ができる。日本にいな

がらにして米国ベンチャーの株式が購入できる。

ネットサーフィンの時代は終わった。人々は、

趣味のためではなく、生活を豊かにするために

インターネットを利用し始めているのだ。

■そしてお楽しみは始まった

もし、日本で1500万人のインターネット人

口が2倍、3倍と膨らんでいけば、当然、通信費

は米国並みに安くなっていくだろうし、NTTも

ISDN人口が増加すれば「定額制」に踏み切る

ことも大いにありえる。さらに、お年寄りや子

供、主婦などが広くインターネットに参加する

ことによって、インターネットを使った遠隔医

療や遠隔教育などが大きな産業になるだろう。

PCを使えるユーザーだけの特権だったイン

ターネットは「あらゆる人のためのインフラ」

になろうとしている。だからこそ、すべてのコ

ンテンツやサービスは「本格的」な魅力を持ち

始めるのだ。

どれだけおもしろくなるか？　その答えはこ

の特集で挙げた100の主役たちが出してくれる。

なんと言っても、お楽しみはこれからなのだ！
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You ain‘t heard nothin‘ yet!
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2オークションサイトの取引を
安全にする「エスクローサービス」

オークションサイトには問題がないわけでは

ない。たとえば、買い手が購入金を支払わな

かったり、売り手の商品が予想していたものと

違っていたりという場合だ。この問題を解決

してくれるのが「エスクローサービス」

だ。これは売り手や買い手が第三者に

金銭などを預託し、売り手と買い手の

間で取引が成立するまで、第三者が預

託金によって取引を保護するもの。こ

のサービスによって、売り手と買い手、

双方のリスクをゼロにできる。

インターネットクリアリング（http://

www.internetclearing.com/）はオン

ラインエスクローサービスを提供する企

業。同社のサービスは売り手、買い手と

もに預託金に対して利息が得られるところに特

徴がある。今後、安全なオンラインオークショ

ンとエスクローサービスは一体となるだろう。

3インターネット電話で店員と
直接会話できるショッピングモール登場

オンラインショッピングはすでに一般的なも

のとなったわけだが、従来のカタログ冊子を見

ながらの購入との違いは、ウェブというインタ

ーフェイスによって一貫した操作ができるとこ

ろにある。ところが、商品購入についての（即

答がほしい）質問は、電話に頼らざるをえない

というのが現状だ。とはいうものの、ダイアル

アップ接続して電話するという状況は、一般の

モデムユーザーの場合は考えにくい。Net2

Phoneのショッピングモールサイト「easysurf.

com」（http://www.easysurf.com/）はそん

な問題を解決してくれる。このサイトは、イン

ターネット電話のNet2Phoneを使って、店員

1オークション
サイトが真っ盛り
eBayはいまもっとも成長しているイン

ターネットビジネス企業の1つで、インタ

ーネット上のオークションを提供している

サイトだ。オークションといっても何も高

額な商品がメインではない。オークション

サイトは売り手と買い手を結びつける「場」

を提供するのが主な目的だ。つまり、現

金を手に入れたい売り手と商品を買いた

い買い手の仲介役というわけである。

人と人を結び付けるというインターネッ

トの本質とマッチしたのか、eBayは人気

サイトへと成長し、いまではさまざまな企

業がこの市場に乗り込もうとしている。

たとえば、アマゾン・コム。言わずと知

れた本やCDの通販サイトだが、通販商品

と併せてオークション商品を提示するなど

のクロスビジネスを展開している（http://

auctions.amazon.com/）。また、ヤフ

ー！も同ビジネスに進出するなど、オンラ

インオークションはインターネットでもっ

とも注目すべきビジネスへと成長している。

いま

インターネットでできるショッピングが
アマゾン・コムに

代表されるように
、

オンラインショッ
ピングサイトのい

くつかは、ビジネ
ス的に成功を収め

ている。

インターネットは
買い物するのに物

理的な距離や時間
を感じさせないと

いう

便利さを提供して
くれた。

このほかにどんな
現象が起こってい

るのだろうか。

米国のホットな状
況を見てみよう。

「eBay」
http://www.ebay.com/
とりあえずコレクターズグッズとおぼしきものは
何でもそろう

5売り手が商品を送った 
    ことが確認できると 
    購入金額が支払われる 

買い手 

エスクローサービス提供会社 

売り手 

1インターネットで取引成立 

2購入金額を支払う 
　（先に一時的に金を 
　預けておく：預託金） 

3買い手の預託金をチェック 
4買い手に十分な金があれば、 
    売り手に商品を送るように指示 

エスクローサービスのしくみ

Net2Phoneにとっては電話の利用料
が儲けになる

と直接話ができるようになっている。買い物を

していて疑問に思ったら、即座に電話で問い合

わせができる新しい形態だ。
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4子供もオンラインショッピングができる
「iCanBuy」

「iCanBuy」は子供でも買い物ができるよう

にと考えられたオンラインショッピングポータ

ルサイトだ。といっても、実際には親が会員と

なってクレジットカードを登録し、子供の支払

いを面倒みようというものだ。ただし、そんな

に単純ではなく、ユーザーアカウントが親と子

供と別々に発行され、親はオンライン上で子

供が使えるクレジットカードの限度額を設定で

きる。つまり、このサイトはオンライン上で子

供に小遣いを与えられる電子財布の役割を果

たす。子供は与えられた小遣いで、買い物や

預金、チャリティーへの寄付ができる。このよ

うなサイトを通して、子供は自然とオンライン

の住人になるのではないだろうか？

5仲間を集めて買い物をすれば
値段が安くなるショッピングサイト

オークションはたくさんの人が参加すること

によって、品物の価格が釣り上がるしくみにな

っている。一方、「アカンパニー」（http://www.

accompany.com/）が提供するサービスでは、

たくさんの人が参加することで値段がどんどん

下がる。

アカンパニーは大量仕入れを取りまとめるサ

イト。普通、物を大量購入するとボリューム

ディスカウントによって単価が安くなるが、ま

さにここを狙ったビジネスをアカンパニーは提

供している。同サイトでは、製品の購入者を

募り、購入者が増えるごとに安くなるように価

格が設定されている。もし、購入したい商品

をさらに安くしたいのならば、友人などを共同

購入者として誘えばいい。というように、安く

しようという作用がさらに多くのユーザーを引

き込む仕掛けとなっている。成功するかどうか

はまだ見えないが、人気のサイトになる可能性

は大いにある新しいビジネスだ。

7「広告を見れば」、「買い物をすれば」
タダでコンピュータが手に入る

タダでコンピュータがもらえるといううまい

話がある。その条件として、FREE PCでは無

償で提供するコンピュータのモニターにさまざ

まな広告が絶えず表示されるようになっている。

対してShopss.comの場合はコンピュータを受

け取ってから2年の間、Shopss.comで月30

ドル以上買い物をするのが条件となっている。

たったこれだけの条件で、セレロン333MHz、

4Gバイトのハードディスク、32Mバイトのメ

モリーを持つコンピュータがもらえるのだ。と

いってもこれは米国内だけの話。

サイトの宣伝がこのビジネスの狙いだが、イ

ンターネットの成長がまだ過渡期ゆえにこうい

ったアプローチが成り立つのだろう。

「iCanBuy」
http://www.icanbuy.com/
子供が現実の社会と同じようにインターネ
ットに接することができそうだ

6個人情報を守る技術
P3P
物品購入時に必ず尋ねられるのが名前

や住所、クレジットカード番号といった個

人情報だ。最近では、個人情報が悪用さ

れるような、悪質なケースを目にする。こ

の状況を改善してくれるのがP3Pだ。P3P

はXMLをベースにし、サーバーとクライア

ントの間で個人情報のやり取りをするため

の技術でユーザーが決めた一定のルール

や、機械が自動的に判断したルールに基

づいて、個人情報のやり取りをコントロー

ルできる。EUの個人情報のガイドライン

の発表など、個人情報管理については今

後の課題となっている。

入力しなければなら
ない個人情報が多い
のが気になる

「FREE PC」
http://www.free-pc.com/

「Shopss.com」
http://www.shopss.com/
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いま

ホームネットワークとデジタル機器が

いま、パソコンを
インターネットに

つなぐだけの時代
から、

家庭内の機器を相
互につなぐ新しい

ネットワークの時
代に移りつつある

。

デジタル化により
連携が可能になっ

た新世代の家電製
品は

いままで見たこと
もないような新サ

ービスを生み出そ
うとしている。

8IEEE1394ネットワークが
AV機器を進化させる

CS衛星放送チューナーとMDデッキとパソコ

ンをつなげると何ができるか？ 答えは「SKY

PerfecTV！で始まった音楽配信データをパソ

コンで編集してMDに録音できる」だ。これは、

すでに発表されているソニーのCS衛星チューナ

ー「Plus Media Station」や専用MDデッキを

使えば実現できること。これを可能にしている

のがIEEE1394だ。IEEE1394はDV端子とか

iLink、FireWireとも呼ばれるもので、おもにパ

ソコンとAV機器を有機的に接続するためのケー

ブルとその仕様のこと。デジタルのまま高速に

データをやり取りできるため、特に動画などの

転送に向いている。これまでIEEE1394端子は

デジタルカムコーダーなど一部の機器にしか装

備されてなかったため、複数の機器を結ぶネッ

トワークというより単に2台の機器をつなぐケー

ブルとしての役割のほうが大きかった。ところ

が、今年に入って徐々にIEEE1394対応製品の

数も増えてきたことにより、そうしたAV機器同

士やパソコンをつなぐIEEE1394のネットワーク

がいま注目を集めている。ビクターが今秋にデ

ジタル映像も録画できるD-VHS方式のビデオを

発売するほか、DVDに録画できるビデオも年内

に各社から発売される予定だ。

また、松下は複数のIEEE1394ネットワーク

を相互に接続できるルーターを開発。NECも同

軸とIEEE1394の両方の端子を装備したケーブ

ルモデム「SMARTCAT」を試作するなど、家

庭内におけるIEEE1394ネットワークをインター

ネットに接続するためのゲートウェイとなる機器

も登場してきている。もちろん、単にパソコン

とAV機器をつなげるだけでも、すべてのAV機

器をパソコンからシームレスに制御できるといっ

たメリットが増えるが、インターネットに接続す

れば楽しみ方はさらに大きく広がる。今後は、

たとえば外出先から自宅のパソコンにダイアル

アップしてIEEE1394で接続されたビデオ機の

録画予約をするといった使い方もできるように

なっていくだろう。

9
「すべての家電をインターネットに接続する！」

そんな話が出ると必ず話題に上るのがインター

ネット冷蔵庫。国内某メーカーで試作品を作っ

た際は「ウェブでレシピを見ながら料理ができ

る！」というふれこみだったが、単にウェブが

見られるだけではあまり利用価値が見当たらず、

実用化にはいたらなかった。ところが、そのイ

ンターネット冷蔵庫を発売し

ようというメーカーが登場し

た。スウェーデンにある世界

最大級の家電メーカー、エレ

クトロラックス社の英国法人

は冷蔵庫のドアに13インチの

インターネット冷蔵庫が2000年に発売
家電のネットワーク化で生活が変わる？

液晶タッチパネルとバーコードリーダーを組み込

んだ「スクリーンフリッジ」を2000年前半に発

売すると発表した。しかし、これは単にメール

が使えたり、ウェブでレシピが読めたりするだけ

の代物ではない。ともすると日常生活を根底か

ら覆すほどの可能性を持っている。たとえば牛

乳がなくなったら、パックのバーコードを読み取

らせれば、自動的に買い物リストのデータに牛

乳が追加される。そのリストは、ユーザーが行き

つけの食料品店にインターネットを介して送ら

れ、その日のうちに配達してもらうこともでき

るようになる。また、実際にスーパーに行って

買い物をする場合には、自宅の買い物リストを

ソニー「PLUS MEDIA STATION」

NEC「SMARTCAT」

店内の端末から呼び出して表示

させることもできる。同社では

販売店の協力も含めたシステム

全般について今後6か月間研究を重ねる

としているが、ぜひ携帯電話から冷蔵庫

を直接呼び出して在庫確認ができるようなシス

テムも考えてほしいところだ。
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10ドリームキャスト＋機能追加＝
家庭用インターネットターミナルに

ドリームキャストがゲーム機から家庭内の情

報ターミナルに進化する。これは、通産省の

補助金によってセガ、CSK、東芝、NEC、日

立などが中心となって、2000年夏の実用化を

目標に共同開発を行うというものだ。予定通

りに開発が進めば、ドリームキャストに小型ビ

デオカメラや音声入力装置を接続することで

テレビ電話やインターネットも利用できる次世

代の情報端末として生まれ変わる。誰でも使

えるように音声のみでメールの送受信やネット

サーフィン、テレビ電話などが使えるようにな

るという。価格はゲーム機本体より数万円高

くなる見込みだ。そのほかにもアイオメガ社が

99年中にドリームキャスト用のZipドライブを

開発すると発表しており、ドリームキャスト用

WebTVなどで受信したメールやウェブデータ

の保存も可能になる。2000年末ごろには、ド

リームキャストを中心としたホームネットワー

クが家庭に浸透していたとしても不思議ではな

いのだ。

13関連規格の標準化で
ホームネットワークが
加速する
ホームネットワーク関連企業の間で標準

化の動きが活発になってきた。そもそも、

パソコンやAV機器も含めた家電すべてを

接続するネットワークを作る際に大きな問

題となるのはさまざまな規格の整合性がと

れないこと。サン、IBMなど15社はJava

ベースのホームネットワーク向け標準規格

「Open Service Gateway」を策定する協

議会を3月に設立し、今後の標準化を目

指す。また、松下やフィリップスなどの家

電、パソコンメーカーは、AV機器がメイ

ンのHAVi、電源線で家電を制御するエコ

ーネット、パソコンから家電を制御するホ

ームAPI、Javaで家電を接続するJiniな

どの4規格を相互接続することで合意し

た。こうした標準化の動きがJini、UPnP、

HAVi、HomePNA、HomeRFなど乱立

するさまざまな規格を巻き込んで達成され

れば、ユーザーはもっと気楽に機器を選ん

でホームネットワークを作れるようになる。

14
いま無線LANが安い
11Mbpsで
6万円台の製品も
これまで配線で悩んでいた人は無線

LANを考えてみよう。最近ではかなり低

価格化がすすんでいるからだ。たとえば、

メルコは2.4GHz帯DSSS方式で最大

2Mbpsの製品「WLA-PCM2」をパソコ

ン2台分の子機も同梱したうえで、これま

での半額近い9万8,000円で販売してい

る。また、アドテックが6月に出荷する

11Mbpsの「ADLINK 440S」は1台6万

8000円と、10Mbps級の製品の予想価格

のほぼ3分の1というから驚きだ。

セガ ドリームキャスト

11ソニーがプレイステーション2で
ホームネットワーク市場に殴り込む

プレイステーションもドリームキャストに負

けてはいない。4月にラスベガスで開催された

NAB99で米ソニーCEOのストリンガー氏は次

期プレイステーションを「トロイの木馬」にた

とえ、単なるゲーム機ではなく家庭内での情報

ターミナルにする意図をうかがわせた。すでに

ソニーはIEEE1394によるネットワーク化を同

社のパソコンやAV製品で推進しており、当然

プレイステーション2にも搭載が予想される。

また、ソニーはスパイグラス社とブラウザーで

提携しており、これがプレイステーション2に

搭載される可能性もある。そうした状況から

考えると、プレイステーション2がホームネッ

トワークの情報ゲートウェイとして、テレビや

インターネット、オーディオ、ビデオなどをす

べて統合したネットワークのコントローラーと

して機能するということも十分にありえるのだ。

12AV機器とインターネットが
IP over IEEE1394で融合する

IEEE1394はAV機器をつなぐためのネット

ワークの規格として注目されている。IEEE

1394では普通のデータ通信はもちろん、常に

データが流れて一定時間内にすべてのデータが

届かなければならない映像データの通信もでき

る。IEEE1394上でTCP/IPで通信するための

規格がIP over IEEE1394だ。AV機器がIEEE

1394でネットワーク化されれば、1つの回線で、

AVデータもインターネットの通信もできるよう

になる。そして、コンピュータからAV機器を操

作したり、インターネット上のコンテンツをAV

機器で再生したりできるようになるのだ。

メルコ「WLA-PCM2」

衛星チューナー 

IEEE1394

HDTV

インターネット 

CATV 
モデム 

MDデッキ 

プレイ 
ステーション2

DVD-RAM?

メモリスティック?

キーボード?

映
像
サ
ー
ビ
ス 

プレイステーション2を核にした
ホームネットワークの想像図

音楽などのデータ配信をDVD-RAMやメモリスティックに記録
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15テレビはオンデマンドで
見る時代がやってきた

テレビ番組が好きなときにオンデマンドで見

られる時代がやってきた。アメリカで始まった

「ReplayTV」と「TiVO」はビデオテープの代

わりにハードディスクに映像を記録する新しい

映像サービスだ。映像はMPEG2で記録され、

番組を録画中に、すでに録画の終了した部分

を並行して再生することもできる。どちらもオ

ンラインサービスとセットになっているため、

専用のサービスセンターにアクセスし、オンラ

イン番組表を見ながら録画したい番組をクリ

ックするだけで簡単に予約できる。また、地上

波、衛星、CATVにわたる膨大な番組表の中

から俳優名やジャンルなど自分の好みに合わせ

16ソニーはパソコンで
オンデマンドテレビを実現

日本ではソニーがパソコンを中心にしたオン

デマンドテレビを打ち出している。新型のバイ

オマイクロタワーは、インターネットで番組表

のウェブを見ながら、簡単にパソコンのハード

ディスクにテレビ番組を録画できるソフト

「GigaPocket」を搭載している。パソコンを

主体にしたシステムのメリットは、映像のみな

らず音楽や個人データまで、すべての家庭内

の情報資産を蓄えておくホームサーバーに発展

させやすいことだ。たとえば将来IEEE1394で

18テレビを見ながら
ドラマの主役と同じ
服がその場で買える

アメリカでインターネットとデジタルTV

が融合した、よりインタラクティブ性の高

い番組が始まろうとしている。インテルと

米 3 大ネットワークの1 つNBC は、

Enhanced DTVの共同開発について提携、

インテルが番組をデジタル化するソフトや

ツールを提供し、NBCは今秋までにサー

ビスを開始する。Enhanced DTVが始ま

ると視聴者は、電子番組表やチャット、

視聴者も参加できるクイズ、番組や映画

のプレビューなどが利用できるようになる。

WebTV Plusにも採用されているATVEF

と呼ばれる現在審議中のHTMLを利用し

た次世代テレビ規格に準じており、ウェブ

とテレビを同時に見たり、連動させたりす

ることができる。ドラマで女優が着ている

服が欲しいと思ったら、服の部分をクリッ

クすれば、販売サイトにジャンプして即座

に購入することもできるのだ。

19サンによってテレビと
インターネット放送が
統合される？
テレビとインターネット放送は確実に融

合し始めている。サンが発表した

「StorEdge Media Central Release 1.0」

は、CATV、衛星放送、地上波といった

メディアの区別なくMPEG2の映像を管

理、活用するプラットフォームで、テレビ

用の高解像度の映像を低帯域のインター

ネット放送にもそのまま利用できる。

これにより、今までのように1つの番組

を地上波用、衛星用というように作り直

す必要がなくなりコストが下がるため、コ

ンテンツの拡充も容易になる。今後はイン

ターネット放送でも高品質な番組が豊富

になるだろう。

17任天堂の次世代ゲーム機は
ハードディスクを内蔵か？

任天堂も松下電器やIBMと提携してネットワーク機能を搭

載した次世代のゲーム機「Dolpine」を発売する。ソフトは著

作権保護機能に対応した専用DVD-ROMとなり、CPUは

PowerPCべースの「Gekko」を搭載。詳細は未定だが、こ

のゲーム機がどんなものになるかを想像するだけでもおもしろ

い。松下との提携からIEEE1394対応になると予想されるし、

IBMと組んだことから本体にハードディスクが内蔵される可能

性も高い。だとすると、たとえばIEEE1394で接続したデジタ

ルテレビやCSチューナーから番組をハードディスクに録画す

るといった使い方もできるものになるかもしれない。

てパーソナライズされた番組情報を提供しても

らうこともできる。

さらに将来、サンの「 StorEdge Media

Central」のような技術で各局に番組のデータ

を保存できるようになれば、センターを映像メ

ディアのポータルとして利用する完全オンデマン

ドな映像サービスとして発展するかもしれない。

ReplayTVの
セットトップボックス

接続されたネットワークにこうしたパソコンを

加えるだけで、すべてのAV機器を集中管理で

きるだけでなく、家庭内でのオンデマンドな映

像配信も可能になる。ソニーでは将来、iモー

ドのような携帯端末

からも録画の予約や

変更ができるように

するとしている。

ソニー
バイオマイクロタワー

Dolphineのイメージ図

メモリ：高速DRAM  ？MB 
（メモリバス・バンド幅3.2GB/秒） 

デジタルテレビ 

任天堂／ArtX製 
グラフィックエンジン 

CSチューナー？ 

IEEE1394？ 

松下製専用DVD-ROMドライブ 
（通常のDVDソフトは再生できない） 
IBM製CPU「Gekko」 
（PowerPCベース400MHz） 
 

IBM製ハードディスク内蔵か？ 
（テレビやCSをハードディスクに 
録画できる） 
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20
次世代のインフラとなる
デジタルCATV
近い将来の広帯域データ通信および放送イン

フラとして注目されているデジタルCATVの導入

が、今年から米国で本格化する。

デジタルCATV用セットトップボックス

（DSTB）は、受信したMPEG2映像のためのデ

コーダーや高速CPU、大容量メモリーを持つ。

ケーブルモデム機能も備えるため、パソコンを

DSTBに接続すればインターネットにつなげられ

る。また、DSTB自体がウェブブラウザーを備

え、単体でインターネットに接続できるといっ

た特徴を持っている。

全家庭にデータ通信サービスを提供できるデ

ジタルCATVは、CATV業者にとっても巨大な

ビジネスチャンスになる。オンラインバンキング

や音楽配信、ショッピングといったサービスを

CATVのインフラを使って提供しようとしてい

る。この流れは、日本にも波及しつつある。

22
Voice over IPが
電話料金を格安にする
デジタル化をにらんで再編が進む米CATV業

界で、巨大長距離電話会社AT&Tが買収を進め

ている。CATV業界で第1位のTCIと4位のメデ

ィアワンを買収してトップに立つAT&Tの狙い

は、CATV網をデータと音声の両方のインフラ

にすることだ。インターネットプロトコル（IP）

上で音声を伝送する「Voice over IP」（VoIP）

で、CATV網を使った電話サービスを提供する。

AT&Tの発表によると普通の電話と同じ音声品

質を実現するという。これが導入されれば、長

距離電話などの料金を割安にすると見られてい

る。AT&Tの思惑どおりならば、CATVは電話

とデジタル映像、データ通信を統合するインフ

ラに育つだろう。

24
さまざまなテレビ用モジ
ュールがパソコンの中に
マイクロソフトが3月のWinHEC 99で発表し

たパソコンベースのTV構想がPCアーキテクチ

ャーTVアプライアンスだ（下図）。パソコンを

開けずに周辺機器を簡単に装着できる拡張スロ

ット「デバイスベイ」を10基ほど備える。その

ベイに、デジタル地上波TVチューナーやデジタ

ルCATVレシーバーなどのモジュールを加えるこ

とで、複数のTV放送に簡単に対応できる。個

別のSTBを買いそろえる必要をなくすことが目

的だ。マイクロソフトはウィンドウズCEベース

のSTBやデジタルTVの上位に、このPCアーキ

テクチャーTVアプライアンスを位置付ける。

25
AT&Tとマイクロソフト
がCATVで提携
チャンスの大きいケーブルで覇権を握ろうと

動くAT&Tとマイクロソフトが、5月に提携を発

表した。マイクロソフトがAT&Tの株式に50億

ドル相当を払い、代わりにAT&TはDSTBに載

せるOSとして、ウィンドウズCEの使用を750

万台以上に拡大する。マイクロソフトはトップ

のAT&Tと組んだことで、ウィンドウズCE/Web

TVをこの市場に普及させる足がかりを得た。た

だし、AT&TはウィンドウズCEだけをDSTBに

載せるわけではないことを強調。また、オープ

ンケーブルも存在するため、マイクロソフトが完

全に独占できる可能性は低い。

23
WebTVが
デジタルCATVに入る
WebTVの本当の戦場はデジタルCATVだ。

マイクロソフトはWebTVをCATV業者に売り込

んできた。ウィンドウズCEの上に、リモコンで

操作できるWebTVの使いやすいユーザーインタ

ーフェイスや電子番組ガイド機能、テレビとの

統合機能を載せてDSTB向けに提供する。ま

た、デジタルCATV向けに各種サービスも売り

込む。将来はDSTBにハードディスクを内蔵し

てMPEG2映像データの番組を自動で録画でき

るようにし、見たいときに見たい番組をいつで

も再生できるようにするという。

21
デジタルCATV普及の
カギ「オープンケーブル」
現在はCATVに加入するとCATV業者がセッ

トトップボックス（STB）を持ってくる。しか

し、デジタルCATV時代のDSTBは、消費者が

小売店で買えるようにし、競争原理を働かせよ

うと考えられている。それを受けて、米国の大

手CATV事業者による研究開発団体ケーブルラ

ボが「オープンケーブル」というDSTBの標準

仕様を策定している。利用者は、オープンケー

ブルに準拠した安くて選択肢の多いDSTBをど

のCATV網でも使うことができるようになる。だ

が、オープンケーブルの本当の狙いはDSTB自

体をなくすことにある。家電メーカーはオープ

ンケーブルの機能を最終的にはデジタルテレビ

本体やデジタルVCRに組み込もうと考えている。

現在、日本版オープンケーブルの開発も検討さ

れている。

デジタル化が押し寄せる米国CATV事情
後藤弘茂

これらのいくつかまたは 
すべてが包含される 

衛星放送チューナー 

ケーブルテレビSTB 

地上波放送チューナー 

AVレシーバー 

ビデオデッキ 

DVDプレーヤー 

ウェブブラウザ― 

ゲーム 

PCアーキテクチャー 
TVアプライアンス 

PCアーキテクチャー
TVアプライアンス
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27相次いで発表される、音楽ダウンロード
時代の携帯型MP3プレイヤー

mpmanやRIOに続けとばかりに携帯型

MP3プレイヤーの発表は留まることを知らな

い。たとえば、クリエイティブテクノロジーが

「N OM A D」を、ドイツのポンティスが

「MPlayer3」を、ダイナミックネイキッドオー

ディオが「ポケットデジタルオーディオ」（229

ページ参照）をといったようにだ。ほかにも数

社が同様の製品を出している。車に搭載でき

るMP3プレーヤーなども販売されているのは

興味深いところだ。

MP3だけがこの動きに対応しているわけで

はない。リアルネットワークスと提携したトム

ソンマルチメディアはリアルオーディオとMP3

が聞ける携帯音楽プレーヤー「RCA LYRA」

の試作機を発表した。ソニーも同社の開発し

たメモリースティックを使う携帯音楽プレーヤ

ーを開発中だという。

「ヒットチャートをインターネットからダウン

ロードして街の中で聴く」という時代は、もう

そこまできている。

28インターネットからダウンロードする
「書籍」も登場

音楽と同様にさほどファイルサイズを必要と

せずにインターネットで簡単に流通させられる

ものがある。テキストファイルだけでも十分な

意味を持つ「書籍」だ。

「青空文庫」（http://www.aozora.gr.jp/）

は著作権が消滅した作家の作品、もしくは作

家自身が作品に対する対価を求めない作品を

ダウンロードできるサイト。作品のデジタル化

はボランティアベースで行われている。しかも、

HTML形式、テキスト形式、「エキスパンドブ

ック」形式の3種類が用意されている。エキス

パンドブックとはボイジャーが作ったコンピュ

ータ上で本を読むためのソフト。このソフトは

文字の配置やページスクロールなど、紙の本を

読むという感覚以上のものを提供してくれる。

本や音楽の例を見るまでもなく、今後はデ

ジタルデータとなりうるすべての「ソフトウェ

ア」がインターネット上で流通されるだろう。

次は、e-bookのような本を読むためのデバイ

スの登場にも期待したい。

26「ダウンロードする」
新たなミュージック
シーン
MP3の出現はインターネットと音楽と

を深く関係付ける結果となった。つまり、

CDと同じ音質でファイルサイズが1/10以

下という音楽フォーマットは、またたく間

にインターネットから「音楽をダウンロー

ドする」という行為を浸透させてしまった

のだ。当初は違法にコピーされたものの流

通というアンダーグラウンド的要素が強か

ったが、最近になってダウンロードする音

楽がビジネスと結び付き始めた。

MP3.comはMP3の音楽ファイルを数

万曲も集めた巨大なサイトだ。また、

MP3を販売するサイトも出現した。これ

が「グッドノイズ」で1曲1ドル程度でデー

タを手に入れられる。さらに、MP3以外

の音楽フォーマットを使った「リキッドオ

ーディオ」のようなサイトも出てきている。

MP3がもたらした音楽をダウンロードする

という動きは、ソニーなど巨大企業を巻き

込んで加速し始めている。詳しくは、234

ページのi-Biz Todayを参考にしてほしい。

いま

インターネット放送とコンテンツダウンロードが

各誌こぞってMP
3の話題を取り上

げるようになった
。

当初は違法コピー
データの流布で話

題となったが

現在では新たなビ
ジネスの潮流とな

り始めている。

また、ストリーミン
グも新たな企業の

参入で注目を集め
ている。

ここにきてデジタ
ルコンテンツの真

価が見えてきた。

クリエイティブのNOMAD 神戸製鋼のSolidAudioプレイヤー LYRAの試作機

グッドノイズ
http://www.goodnoise.com/
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29ストリーミング技術の隆盛が
インターネットを放送メディアに変える

ストリーミング技術の草分け的存在で、現

在のところ圧倒的な勢力をほこっているのがリ

アルネットワークスだ。ところが、ここにきてこ

ストリーミング市場に異変が起こり始めている。

今年4月にマイクロソフトは「Windows

Media Technologies 4.0」を発表した。28.8

kbpsのモデムでFM放送並みのストリーミング

が実現できるこの技術によって、今後、マイク

ロソフトはこの業界の勢力図を塗り替えてしま

うかもしれない。すでに正式にリリースされて

いるIE5にはラジオバーが付くなど、同社のス

トリーミングに対する意気込みを感じさせる。

また、マイクロソフトに次いでアップルが発

表した「Quick Time 4」はストリーミング機

能が強化されている。ほかにも、MP3のスト

リーミングにも注目が集まっている。

対して本家リアルネットワークスではリアル

プレーヤーG2をMP3の再生に対応させた。さ

らに、既存のCD音源をリアルオーディオや

MP3にエンコードできる「リアルジュークボッ

クス」を発表している。つまり、リアルネット

ワークスはダウンロードビジネスにも進出し始

めたのだ。

ストリーミングは現在インターネットの中で

ももっとも注目すべき話題だ。テレビを見るの

もラジオを聞くのも「インターネットで」とい

うスタイルにいま移り変わろうとしている。

30チャンネルからURLへ！
インターネット放送ポータル出現

ストリーミングの隆盛に伴って、ストリーミ

ングの放送局が乱立し始めている。既存のラジ

オやテレビの世界では、その地域で限られた放

送しか楽しめなかった。しかし、インターネット

はストリーミングによってどこからでも世界中の

さまざまな放送を楽しめる。ところが、増えす

ぎてしまった放送局の中から自分が見たい情報

を探し出すのは至難のわざだ。そこで登場して

31高速アクセスラインが
インターネットストリー
ミング時代を作る
コンテンツのダウロードやストリーミン

グが隆盛を極めても、その恩恵を預かれる

ユーザーは現状では少ないはずだ。アクセ

スラインの細さがその理由だ。

このような状況の中、通信衛星を使っ

たインターネット接続サービスを使ってス

トリーミングを楽しむというアプローチが

見えてきた。

NTTサテライトコミュニケーションズ

（NTTSC）の通信衛星インターネット接

続サービス「メガウェーブ」では、最大で

1Mbpsの通信速度を確保できる。この高

速回線を使って、同サービスでは数百

kbpsのストリーミング放送を加入者向け

に提供している。また、NTTSCはJスト

リームとキールネットワークスと動画など

のコンテンツ配信サービスで業務提携して

いる。

大量のデータを一斉に配信できる通信

衛星は、今後、この分野での最大の注目

株といえるだろう。

32著作権の処理が
いま問題
デジタルコンテンツは容易に複製ができ

る。これはコンテンツの著作権を持つ権利

者にとって頭の痛い問題だ。米国では状

況を改善するため、大手レコード会社や

メーカーなどが、著作権を保護できる音楽

データの開発などについて協議する団体

SDMIを発足させた。日本では、インター

ネット上における音楽の利用に対する著作

権料に関して、JASRACとNMRCの間で

暫定的な合意に達している。しかし、こ

れは米国と比較すると、同じ土俵にも立

っていないというような状況だろう。下手

をすると、今後、ストリーミングもデータ

のダウンロードも米国からということにな

ってしまう恐れもある。

リアルジュークボックス
http://www.real.com/realjukebox/
CDからのMP3へのエンコードもできるリアルジューク
ボックス

きたのが、インターネット放送のポータルサイト。

ストリーミングの市場を築いたリアルネット

ワークスは、すでに「リアルガイド」（http://

realguide.jp.real.com/）というポータルサイ

トを成功させている。対抗馬マイクロソフトも、

「ウェブイベント」（ht tp : / /webeven ts .

microsoft.com/）というサイトを登場させた。

また、ストリーミング技術を提供するメーカー

とは別に、独自にストリーミングをプロデュー

スする「Broadcast.com」のようなサイトも

現れている。

Broadcast.com
http://www.broadcast.com/
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33格安手数料は当たり前、
証券トレードに大ブレイクの兆しあり?!

10月の株式売買委託手数料の完全自由化を

見据え、米国のオンラインブローカーに倣って

手数料の大幅な割引を謳う会社も現れた。そ

の中で、岩井証券は自由化後の手数料をこれ

までの70％引きに、松井証券も最大74％引き

で提供すると発表している。また松井証券は、

デルコンピュータと提携してインターネット取

引「ネットストック」用にカスタマイズされた

パソコンの販売を開始、4月末までに約50台

を売り、問い合わせも400件ほど寄せられた。

一方で、外資系や異業種からの新規参入組

の動きも見逃せない。4月26日から電話によ

る営業を開始したE＊トレード証券も、準備が

整い次第インターネットサービスを開始する予

定だ。このほかにもソニー、エイチ・アイ・エ

ス、DLJ、Charls Schwabなど多くの企業が

参入を予定している。また、野村ファンドネッ

ト証券や日興オンライン証券のように、大手か

ら分社化したインターネット取引サービスを提

供する会社も現れ、ますます競争は激しくなる。

最近は日本にいながら米国株式の取引を行

う人も増えている。米国のオンラインブローカ

ーを利用するのが近道だが、国内証券会社の

インターネット取引サービスで唯一米国取引が

34見積もり割引などで、
保険は自ら選べる
時代になった
インターネットで保険の見積もりや契約

ができるサイトは、通常よりも保険料が安

くなる場合もある。今後、見逃せない金

融サービスの1つになりそうだ。チューリ

ッヒ保険の「スマート・オンライン」を利

用すれば、通常よりも自動車保険料が

1,500円割引になる。アメリカンホーム保

険でも、リスク細分型自動車保険の見積

もりサービスを提供している。AIU保険

は、海外旅行保険のインターネット契約

サービスを提供している。

また、多くの保険会社の商品から自分

に合ったものを探せる「保険スクエアバ

ン！」のようなサービスも利用価値が高

い。これまでは、保険についてはすべて外

交員任せにしているという人も多いのでは

なかろうか。しかしこれからは違う。イン

ターネットを使うことで、ユーザーが複数

の保険会社の商品を比較検討できるよう

になり、そのことが保険料の割引などのサ

ービスに反映されるようになる。

「インターネットは電話の代
わりでなく営業員の代わり。
初心者からベテランまで、
すべての人に使いやすいサ
ービスを提供する」と話す
松井証券の佐藤義仁取締役

チューリッヒ保険の「スマート・オンライン」な
ら保険料が1,500円割引になる

●チューリッヒ保険会社
http://www.zurich.co.jp/
●アメリカンホーム保険会社
http://www.americanhome.co.jp/
●AIU保険会社
http://www.aiu.co.jp/
●保険スクエアバン！
http://www.bang.co.jp/
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できるのが今川三澤屋証券だ。同社は米国投

資情報会社ZACKSと契約し、顧客に無料で

株式などの情報も提供している。

さらに、将来的には、未公開企業の株式や

債権の売買市場をインターネットに創設しよう

との動きもある。これが実現すれば、有望と思

われるベンチャー企業に直接投資してキャピタ

ルゲインを狙うなんてことがインターネットを

介してできるようになるのだ。

●岩井証券
http://www.iwaisec.co.jp/
●松井証券
http://www.matsui.co.jp/
●E＊トレード証券
http://www.softbank.co.jp/etrade/
●Datek Online
http://www.datek.com/
●今川三澤屋証券
http://imagawa.webbroker.ne.jp/

いま

ネット金融サービスが かねてよりインタ
ーネットとの相性

のよさが指摘され
てきた

ネット金融サービ
スは、いまや生活

に不可欠なものに
なりつつある。

規制緩和と低料金
に加え、

インターネットな
らではの機能を取

り入れたサービス
の登場で

われわれのおカネ
にまつわる環境が

エキサイティング
に激変する！
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35残高照会だけじゃない！
資産運用もインターネットバンキングでOK！

米国では、ついにインターネットに特化した

銀行が登場した。First Internet Bankがそれで、

資金移動、残高の照会、小切手の支払いなど

のサービスを提供している。

一方、日本で人気を博しているのがシティバ

ンクの「シティダイレクト」だ。口座を持ってい

ればウェブで申し込むだけですぐに使えるうえ、

WWWブラウザーだけで利用できる手軽さや利

用料金がかからないことも人気だ。すでにユー

ザー数も35000人を超え、毎月5000～7000人

の割合で増加している（4月30日現在）。シテ

ィバンクでは「シティダイレクトでは金利や為替

レート情報や外貨の取引といった資産運用に対

するニーズが高いのが特徴で、資金移動や残高

照会といった従来のオンラインバンキングのユー

ザーとはニーズが違うようです」と分析する。そ

のシティダイレクトに新たなサービス「プランニ

ングツール」が追加された。これは、米ドルや英

ポンドなど13通貨の外貨預金利回り計算や、

為替レートの損益分岐計算などが簡単にシミュ

レーションできるサービスだ。もう外貨を購入

するために銀行に電話をかけたり窓口に並んだ

りする必要はない。ブラウザーを1分ほど操作す

るだけで、すべての手続きを終えられるはずだ。

36“インターネット金融街”の登場で
ネット金融サービスに境界がなくなる!?

東京、深夜。ニューヨークのマーケット情報

をインターネットでチェックしながら投資のチャ

ンスを窺う。外国投信の購入を思い立ち、さっ

そく投資情報サイトで投信の銘柄を選定、証券

会社に注文を出す。売買代金を外貨に両替し、

電子マネーで決済を行う……。一通り手続きを

終えて時計に目をやるが、わずか5分しか経っ

ていないことに気が付いた……。

従来、このような取引を行うには複数の会社

のサービスを利用する必要があり、それぞれの

会社の営業時間内に店頭や電話で注文しなけれ

ばならなかった。しかし規制緩和とインターネ

ット金融サービスの登場で、こうした複数の取

引を継ぎ目なく24時間いつでもできるようにな

る日がやってくる。

相次ぐ金融子会社の設立で注目を集めるソフ

トバンク。これら子会社を「点」として、さらに

「線」でつないで見たときに浮かび上がってくる

のが、同社のインターネット金融街構想だ（右図）。

このインターネット金融街構想では、複数の

金融子会社が、インターネットを利用すること

で相乗効果を発揮する。さらに、今後は資産運

用の相談等に応じる「E-アドバイザー」をはじ

め、債券売買や消費者金融などを扱う子会社を

それぞれ設立し、この金融街構想を拡大してい

く予定だという。

ソフトバンクの優位性は金融子会社を多く持

っていることだけではない。同社はヤフー、ジ

オシティーズといったポータルサイトを傘下に収

めることで、「インターネット上の一等地に出店

しているのと同じ」（ソフトバンク幹部）だとい

う。さらに、自動車販売（CarPoint）やオー

クション（ONSALE）での決済やローンを取り

込むなど、ECサイトと連携することでマーケッ

トはさらに拡がる。既存の金融機関との提携も

当然視野に入っている。

4月末時点でサービスを始めているのがモーニ

ングスターやE＊トレード証券、サイバーキャッシ

ュなど一部でしかないが、フォレックスバンクと

インズウェブが共に今年度中のサービス開始を

予定しており、こうして役者が揃えばインター

ネット金融街も現実味を帯びてくるだろう。こ

れによりユーザーのライフスタイルは大きく変わ

るはずだ。冒頭の話も、そんな1例に過ぎない。

外貨預金の運用利回りが簡単に計算できる「プランニン
グツール」（シティバンク）の利用価値は高い

「シティバンクに口座を持っているお客様の半数近くの方
がインターネットバンキングをお使いです」と話すシテ
ィバンク，エヌ・エイの糸卆川謙アシスタントバイスプレ
ジデント（右）と本田直之マネージャー（左）

●First Internet Bank
http://www.firstib.com/
●シティバンク
http://www.citibank.ne.jp/

アクセス 

E＊トレード証券 

モーニングスター 

債券（Bond） 

イー・ローン 消費者金融 

サイバーキャッシュ 

フォレックスバンク 

インズウェブ 

E-アドバイザー 
（ファイナンシャルプランナー） （株式・投信などの取引、マーケット情報） 

（金融商品比較情報） 

（住宅・自動車ローン情報の提供・検索） 

（電子決済） 

（外為および海外送金） 

（保険商品の比較・情報提供） 

ソフトバトバンク 
インターネーネット金融街ト金融街 
ソフトバンク 

インターネット金融街 

ソフトバンクのインターネット金融街構想

出典：ソフトバンク・ファイナンスの講演資料を元に編集部で作成
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いま

インターネット「新」接続サービスが

「インターネット
がおもしろい」と言

われても

電話代は高いしス
ピードは遅いし。

結局たいしたこと
できないんじゃな

い？ と思っている
あなたはもう古い

。

これから登場する
「新」接続サービ

スのキーワードは

高速、安価、常時
接続の3点だ。

インフラの整備が
、インターネットを

ますます面白くす
る。

3824時間テレホーダイは実現するのか？
NTTが市内通話の固定料金制を検討

日本でもアメリカと同様に電話料金の市内

通話料が固定制になるかもしれない。NTTの

宮津純一郎社長は4月21日に行われた定例記

者会見の席上で、今後NTTが市内通話料を固

定料金制にする方針を検討していることを明

らかにした。導入時期や料金、サービスを実

施する地域などについてはまだ未定だが、99

年7月のNTT再編時には詳細についての発表

があるという。これが実現すれば、日本でもア

メリカと同様に通話料金を気にせずにインター

ネットが使えるようになる。ただし、実際には

機器やトラフィックの問題などを解決する必要

があるため、一気に完全な固定料金制になる

とは考えにくい。おそらくは、テレホーダイの

時間枠が延長される形や、携帯電話の料金体

系に見られるような「○○時間まで××円固

定」といった形でのサービスになるのではない

かと予想される。

39安くて速い常時接続
ADSLは今秋サービス開始

日本でもついに高速のADSLサービスが始ま

る。NTTが今秋から開始する予定の「ADSL

アクセスライン」は、下り最大500kbps、上

り200kbpsの通信を安価に提供する新サービ

スだ。ADSLは既存の電話線をそのまま利用

する通信技術で、通話に使われているよりも

はるかに高い周波数の信号を使うことによって

高い通信速度を得るしくみになっている。ただ

し、長距離では使えないため、利用できるの

は電話局から一定の距離に限られ、プロバイ

ダーもNTTのビル内に設備を設置する必要が

あるなどの制限もある。また、以前からADSL

はISDNケーブルと隣接しているとノイズを受

けて通信できなくなってしまうという問題があ

ったが、たとえば住友電気工業が8月からを出

荷する「MegaBit Gear Lite」のようなISDN

に強いADSL機器がふえてきたことで解消され

つつある。

すでにADSLサービスが開始されているアメ

リカの場合、ADSLの回線使用料が月額

39.95ドル、プロバイダーの接続料金が月額10

ドルで640Kbpsという高速な常時接続回線が

利用できる（Bell Atlanticの場合）。NTTが提

供するADSLサービスの料金は現在のところ未

定だが、回線速度から考えると、OCNエコノ

ミー（月額38,000円、128Kbps）とOCNス

タンダード（月額350,000円、1.5Mbps）の

中間程度になると思われる。

37
AO/DIサービスで
安価な常時接続が
実現！
近い将来、日本でも低価格の常時接続

サービスが登場する可能性が高い。特に、

今年度中のサービス開始が期待されてい

るのが「AO/DI」による常時接続サービ

スだ。AO/DIはISDNのDチャンネルによ

るパケット通信を常時接続として用いるも

ので、普段はDチャンネル（16Kbps）を

常時接続の状態にしておき、大量のデー

タのやりとりを行う場合には、Bチャンネ

ル（64Kbps）を利用するというしくみに

なっている。すでに昨年10月にはNTT-TE

東京のMN128-V3でAO/DIを利用するた

めのファームウェアが試験的に提供されて

いるなど技術的な問題はほとんど無く、あ

とはサービスの提供を待つだけとなってい

る。おそらく7月のNTT分割以降に何ら

かの発表があるものと期待されている。

16Kbpsという限られた帯域での常時接続

ではあるが、メールを常時チェックしてヘ

ッダー部分だけをダウンロードしたり、ニ

ュースサイト記事見出しのみを定期的にチ

ェックするといったAO/DIならではの使い

道や、そうした使い方を支援するソフトウ

ェアやプロトコルの開発にも期待したい。

Bチャンネル（64K） 

Bチャンネル（64K） 

Dチャンネル（16K） 

プロバイダー 
 

TA

Dチャンネル（16K） 

プロバイダー 
 

TA

通常時 

データ量が増えた場合 
ユーザー宅 

PC
ADSL 
モデム 

ADSL 
モデム 従来の電話線 

（メタルケーブル） 

NTTビル 

ルーター 

インターネット 
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41月額3,500円で100Kbpsの常時接続
IP over ISDNの可能性は？

「IP over ISDN」は、ISDNの128Kbpsの

帯域のうち、音声通話用に8Kbps、FAX通信

用に14.4Kbpsを確保し、残った帯域を常時

接続に利用しようという技術だ。これを提案

した通信機械工業会によれば、加入者側と電

話局側にアダプターを取り付けるだけで実現可

能なため、月額3,500円程度でサービス可能

だとしている。実際には、導入コストの問題

などで難航しそうではあるが、ぜひとも実現し

てほしいところだ。

42CATVインターネットは業務提携でさらにエリアを拡大する

CATVインターネットのサービス開始が相次

ぐなか、CATV局どうしの業務提携も活発化

している。個々のエリアが狭い日本のCATV各

社は、業務提携によって機器の調達やバック

ボーンの共有などのメリットが得られるためだ。

特に顕著な例が関西地区で、CATV各社は

統一のインターネット接続サービス「ZAQイ

ンターネットサービス」を提供している。これ

は、接続サービスについては専門の会社が別

に提供する形をとっているためだ。このほかに

も、隣接するエリアのCATVどうしがケーブル

を相互接続するといった業務提携が全国各地

で始まろうとしている。バックボーンの高速化

や提供エリアの拡大など、利用者にとっても

いいことづくめのこうした業務提携がますます

進んでいくことに大いに期待したい。

43
衛星インターネットは
月額3,980円で
使い放題

40

すでにサービスを開始しているNTTサテ

ライトコミュニケーションズの衛星インタ

ーネット接続サービス「Mega Wave」の

料金が予想よりも安い月額3,980円の固

定料金制に決まった。課金は6月1日か

ら。昨年から試験的に無料サービスをは

じめていたものの、暫定料金の月額固定

の4,000円で7月まで提供したあと、8月

から固定料金と従量料金を組み合わせる

ことになっていた。ちなみにDirecPCのイ

ンターネット接続サービス「ターボインタ

ーネット」は月額5,000円で5Gバイトま

で無料、以後は従量課金制となっている。

衛星インターネットとは、CS衛星放送に

も使われている通信衛星を使って、下り

最大1Mbpsの高速通信を利用できるとい

うもの。上り通信を行うために別途プロバ

イダーとの契約が必要だが、これを使えば

家庭でも安価に高速通信を実現できる。

なお現在「Mega Wave」は1契約につ

きパソコン1台のダイヤルアップ環境でし

か使えないが、年内にはLAN型接続メニ

ューも新設する予定だ。

無線を使ってインターネットに接続するワイ

ヤレスローカルループ（WLL）も、高速な常

時接続を実現するための手段として有力視さ

れている。WLLは基地局と加入者を一対一で

接続する方式と、基地局と複数の加入者を一

対多で接続する方式があり、一対一接続の場

合には最大156Mbps、一対多接続の場合は

最大6Mbps程度のスピードが得られる。特

に、加入者までケーブルを引く必要がないた

め、安価にサービスを提供できるのがWLLの

大きなメリットとなる。

日本テレコムでは、すでに昨年7月から一対

一接続で最大6Mbpsのサービスを開始してい

たが、今年の4月からは最大156Mbpsの大容

量回線についても提供を開始した。また、

KDDウィンスターでも、今年の6月から最大

156Mbpsの一対一接続のサービスを開始す

る。このほかにも、BTコミュニケーション・

サービスやソニーといった会社がWLLを利用

したサービスの提供を予定している。

現在のところWLLによるサービスはいずれ

も企業向けのもので、個人向けのサービスとし

て開始されるのは当分先の話になる模様だが、

こうした無線による回線をプロバイダーなどが

バックボーンとして使用しはじめれば、料金低

減やスピードアップといった形で個人ユーザー

にもメリットが得られるだろう。
対向方式（P-Pシステム） 

 

交換局 

交換局 

バックボーン 

光ファイバー 

一対多方向方式 
（P-MPシステム） 

ユーザー宅 

PC

アダプター 

電話 従来の電話線 
（音声+FAX+常時接続） 

NTTビル 

ルーター インターネット 

電話網 

アダプター 

電話交換機 

ケーブル以外の選択肢
無線アクセスがバックボーンをさらに安くする
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45「つながらなくて当然」は過去の話
インターネットにも品質保証の動き

メールの配達が遅れたり、なぜか急に繋がら

なくなったりと、品質に確実性がないのはイン

ターネットの常識という認識もあるようだが、

ついにインターネットの専用線に品質保証をつ

けて売るところが登場した。

IIJは、6月上旬から専用線接続サービスの

ユーザーを対象に、各種サービスの品質を保

証する「サービス品質保証制度」を始める。

ユーザーは特に追加料金を払う必要は無く通

常の接続線料金だけでサービスを受けられる。

保証の内容は、ユーザーと最寄りのNOCと

を結ぶ回線が常に利用可能となることを保証

する「アクセス回線の可用性保証」と、隣接

するNOC間の往復伝送時間の基準値内に確

実に伝送するという「遅延時間保証」、IIJが

自社のネットワークに障害を検出した場合、

所定時間内にユーザーにそれを通知する「障

害発生時のユーザーへの通知時間」の3点だ。

もしこれらを達成できなかった場合は、規定の

金額をユーザーに支払う。

米国では「SLA」（Service Level Agree-

ment）と呼ばれる同様のサービスがあるが、国

内では初めてのこと。企業間ECのようにネッ

トワーク障害がそのまま金銭的トラブルにつな

がるような局面では、こうしたサービスの有無

が重要になってくる。品質保証の普及により、

インターネットはつながらなくてもしかたがな

い、という概念は過去のものになるだろう。

46NTT分割、外資系キャリアの参入
電話業界再編の動きがもたらすものは

世界最大の電信電話会社NTTが、この7月

にも分割されるのと同時に、最近の外資系通

信会社の日本参入を受けて、通信会社が大き

く変わろうとしている。

日本テレコムとBT、AT&Tは4月25日、3

社間の包括的な提携に合意した。この提携に

は、BTとAT&Tが日本テレコムが10月に実施

する第三者割当増資を引き受け、それぞれ

15％、総額約2200億円を出資することのほ

か、BTとAT&Tが設立する予定の国際通信合

弁会社にパートナーとして日本テレコムが参画

するだけでなく、BTとAT&Tの日本国内の子

会社計3社を日本テレコムに統合することも含

まれている。この提携の結果は、BTとAT&T

はともにJR東日本に次ぐ大株主となる。一方

日本テレコムはこの提携により、国際データ通

信事業の規模が3倍に膨らみ大きく競争力を

向上させた。

その2日後の27日にはNTTとAT&Tが、

AT&Tが昨年12月にIBMからの買収を発表し

た「IBMグローバルネットワーク」をアジア太

平洋地域で協力して事業展開する提携を発表

した。これは、多国籍企業を対象にネットワ

ークの構築、保守、コンサルティングを共同

で提供するという内容だ。

IDCの買収を巡ってNTTと対立していた英

国第2位の通信会社C&WもIDC株の公開買

い付けを始め、最終的にはIDCの完全買収を

目指す。C&WはすでにIDC株17.7％を保有

しており，トヨタ、伊藤忠と並ぶ筆頭株主だ。

今回の買い付け目標である33.4％を達成すれ

ば単独筆頭株主となる。C&WはIDCを傘下に

することで、日本をC&Wグループのアジアに

おける国際ハブ拠点とする意向だ。

このように日々激変する最近の電信電話関

連の動きはとてもエキサイティングだ。こうし

た提携やM&Aをもとに業界内での競争が激化

すれば、国際的に高いといわれる日本の通信

料金も徐々に改善されていくだろう。

44専用線の価格低下が
インターネット全体の
コストを下げる

専用線料金の低価格化も進んでいる。

特に注目すべきは、インターネットに特化

した新しいタイプの専用線サービスだ。

IIJ、ソニー、トヨタが98年10月に設立

したクロスウェイブコミュニケーションズ

（CWC）が発表した高速専用線「高速バ

ックボーンサービス」の料金は、従来NTT

などで提供していた料金のほぼ半額から3

分の1と格安である。1.5Mbpsの料金を

NTTの高速ディジタル専用線と比べると、

東京-大阪間で約37％、東京-福岡間で約

54％も安い。また、より高速な45Mbps

や150Mbpsの料金では、さらに割安とな

る。たとえば、150Mbpsの場合、ほとん

どの距離においてNTTの50Mbpsの料金

よりも安くなってしまうといった具合だ。

長距離の専用線だけではなく、近距離

の専用線でも価格の低下が進んでいる。

以前はNTTの独占状態に近かったこの市

場だが、現在ではインターネットサービス

に積極的に乗り出してきた電力会社系の

地域電話会社（TTCN、WCNなど）が、

プロバイダーのように太い帯域を必要とす

る会社に人気を集めている。

こうした通信会社間の競争によって、

専用線の料金は着実に下がってきている。

インターネットを構築しているのは専用線

であり、その料金が下がるということは、

日本のインターネット全体のコストが下が

っていくことを意味している。今後もこう

した動きが続いて、さらに安価にインター

ネットが利用できるようになることを期待

したい。

1.5Mbps 45Mbps 150Mbps

東京-静岡 874千円 6,794千円 10,540千円

東京-大阪 974千円 7,940千円 12,940千円

東京-福岡 1,074千円 9,140千円 15,340千円

CWCを利用した場合

1.5Mbps 50Mbps 150Mbps

東京-静岡 1,080千円 7,838千円 16,148千円

東京-大阪 1,536千円 13,198千円 30,168千円

東京-福岡 2,352千円 23,038千円 56,088千円

NTTを利用した場合

日本テレコム 

NTT

IDC

BT

AT&T

C&W

提携 

提携 

提携 
提携 

買収交渉 

買収交渉 
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47ギガビット、テラビット、ペタビット
超高速化する次世代インターネットの姿とは？

家庭や企業へのアクセスラインが高速化する

中、それを支えるバックボーンも確実に成長し

ている。インターネット放送など次世代のサー

ビスを快適に行うための準備は着々と進んでき

ているのだ。

小渕首相の直属期間、経済戦略会議が2月

に行った答申で明かした首相のインターネット

戦略は「通信容量をメガの10億倍レベルのペタ

ビットレベルまで拡大し、ビットあたりの通信

コストを1万分の1程度まで削減する」というも

のだった。さすがにここ1、2年でその目標を達

成することは困難だ。しかし、時代は確実にギ

ガビットからテラビットレベルの高速通信に向

かって動き始めている。

米国では、大学など研究機関が主導する次世

代インターネットの研究「インターネット2」を

開始しており、すでに2月にはAbileneと呼ば

れる2.4Gbpsの超高速光ファイバーバックボー

ンを立ち上げている。国内において

も、郵政省が中心となって光ファイ

バーを利用した次世代の超高速通信

の実験「ギガビットネットワーク」

（JGN）が4月からスタートし、計170

の大学や企業が参加するなど高速通

信への関心が高まってきている。

ギガビットのさらに1000倍、テラ

ビットレベルの通信も準備が進んで

いる。すでにNTTでは、1本の光フ

ァイバ上で3テラビットを伝送する実

験に成功しており、こうした大容量

の通信を制御するテラビットルーターの開発も

進められている。ネットワークがテラビットの世

界になる日は、もうすぐそこまで来ているのだ。

49光ファイバーが100倍高速に
WDMでネットワークはさらに加速する

バックボーンへの高速化の要求がますます高

まる中、注目を集めているのがWDM

（Wavelength Division Multiplexing：波長

多重分割）という技術だ。WDMは1本の光

ファイバーに複数の波長の光を同時に流すこ

とにより、既存の光ファイバーの能力を数十

倍から数百倍に高めることのできる技術だ。こ

れにより、現在は155Mbpsや625Mbpsとい

う速度で使用している光ケーブルでも、ギガビ

ットやテラビットといった速度での通信が可能

になる。

WDMは開発中の技術のため、機器の信頼

性や互換性などを試験している段階にある。

現在のところは、仮想的な複数本の光ファイ

バーとしてWDMを使用する形の製品が多い

が、テラビットルーターなどの開発が進むにつ

れて、1本の超高速なケーブルとして使用する

方式も採用されはじめている。また、光ファイ

バーは電話などのIP以外のパケットも扱える

ようにSONET/SDHという規格で利用される

場合がほとんどだが、IPパケットを直接流す

ことによってさらに効率を高める「IP over

WDM」などの技術開発も進んでいる。いずれ

にしても、今後のギガビットやテラビットとい

った通信速度を実現するためには、WDMは欠

かせない技術となっている。

通信会社各社もWDMを使った高速なネッ

トワークの構築を進めている。IIJ、トヨタ、ソ

ニーが出資して設立されたクロスウェイブコミ

ュニケーションズを始めとして、日本テレコム

やKDD、電力会社系の通信会社が共同で設

立したパワーネッツジャパンなどは、いずれも

WDMによる100ギガビットからテラビットレ

ベルのネットワーク構築を目標としている。

ますます高速化するインターネット。そのバ

ックボーンはWDMによって飛躍的に高速化さ

れ、さらにコストが下がっていくことに大いに

期待したい。

48いままでの
LANケーブルが
ギガビットに
ギガビットの世界は、まずはLANから

やってくる。現在、広く用いられている

100Mbpsのイーサネットのさらに10倍、

1Gbps（1000Mbps）の速度を持つギガビ

ットイーサネットの製品がこれから普及し

はじめるからだ。

ギガビットイーサネットは、光ケーブル

を用いた1000Base-SXや1000Base-LX

といった規格のものはすでに製品化されて

いるが、いよいよ今年の6月には、従来の

UTPケーブルを使って1Gbpsを実現する

「1000Base-T」が標準化されようとして

いる。

1Gbpsなどという速度はサーバー向け

の特殊な製品だと考える人もいるかもしれ

ないが、動画をTCP/IPベースでやりとり

するような状況を想定した場合には、十

分に必要となる可能性がある。既存のケ

ーブルで高速通信を可能にする1000

Base-Tは、状況しだいでは一気に家庭内

ネットワークの主役に踊り出る可能性すら

ある技術だといえるだろう。

5月に米国で行われたN+Iでも、テラビットレベルの製品は高い注目を集
めた。

光ファイバー 

WDM装置 WDM装置 

WDMは異なる波長の光を複数同時に使うことにより 
光ファイバー内の通信速度を高速化する 
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51情報の共有がスムーズに
ウェブカレンダーがブレイクする！

いま、ポータルサイトがこぞってサービスを

提供し始めているのがウェブを使ったカレンダ

ー（スケジューラー）サービスだ。ヤフー！の

「Yahoo! Calendar」、ネットスケープの

「 Netscape Calendar」、 ラ イ コ ス の

「MyTime」がすでにスタートしているほか、

マイクロソフトとAOLはウェブカレンダーサー

ビスを提供していた会社を買収している。

ウェブにスケジュールを置いておくことによ

ってどこからでも参加できるし、PalmⅢなど

の携帯情報端末と同期させて使うこともでき

る。また、複数のメンバーで利用すれば仕事

仲間や友人ともスケジュールを共有できる。情

報を持ち歩くのはもう古い。これからはすべて

サーバーに置いておき必要なときに「ローミン

グ」するのが新しいのだ。

54WAPサービスで携帯電話が変わる
アドレス帳やスケジュールはローミング！

cdmaOne方式のサービスと同時に使える

ようになったWAPサービスは、携帯電話を進

化させた。これまでの携帯電話のアドレスのデ

ータなどは内蔵のメモリーに保存されていた。

しかし、WAPではアドレスやスケジュールを

ウェブで管理する。つまり、オフィスのパソコ

ンでスケジュールやアドレスを入力して、出先

では携帯電話でチェックするといった使い方が

できるのだ。また、IDとパスワードを仕事仲間

に公開しておけば、ちょっとした連絡なら

WAPのスケジューラーでやり取りすることも

可能だ。さらに、将来は専用ソフトを使えば

ノーツやアウトルックなどのPIMデータをWAP

用に変換して利用することもできるようになる。

まさに、WAPサービスの登場で携帯電話はロ

ーミング端末へと進化したのだ。

いま

ウェブで情報共有できるローミングサービスが
メールやスケジュ

ール、アドレス帳
といった

自分の情報をサー
バーに置いておき

PCや携帯端末か
らアクセスする「ロ

ーミング」がおもし
ろい。

「自分のPC」と
いう感覚から解放

されるだけでなく

情報の共有さえ手
軽にできるのだ。

50アウトルックエクスプ
レスと連携できる
ホットメールが登場！

最新版のアウトルックエクスプレス5か

ら、MSNの無料ウェブメールサービス

「Hotmai l」（http: / /www.hotmai l .

com/JA/）のメールを読めるようになっ

た。これを利用すれば、外出先などでは

Hotmailを使い、オフィスではアウトルッ

クエクスプレス5を使い、あとでそれぞれ

のメールを1か所にまとめることができる。

また、Hotmailは次に紹介するウェブカ

レンダーとも統合される予定で、今後は両

サービスが連携したサービスなどもスター

トする予定だ。

WAPサービスのウェブ画面。見た目はスケジューラー
そのものだ。ここで入力した情報を携帯電話でも見ら
れるわけだ

53「MyTime」http://www.mytime.com/

52「Yahoo! Calendar」http://calendar.yahoo.com/

「Netscape Calendar」
http://calendar.netscape.com/
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55ストリーミング
コンテンツを
配信できる！

新しいストリーミング配信技術が次々と

登場して簡単に動画ファイルを作れるよう

になった。ビルド系サイト各社も、早々とユ

ーザー獲得のためにストリーミングコンテ

ンツをアップできるサービスを提供し始め

ている。まず、ジオシティーズが「Geo

Me d i a」を、エキサイトも「Ex c i t e

Communities」を開始した。ストリーミ

ング配信サービスまでが低価格で利用でき

るとなれば、プロバイダーは接続するだけ

に利用され、ホームページはビルド系サイ

トを利用するのがあたりまえになるだろう。

58ホームページが
ニュースサイトに
早変わり！
ビルド系のサイトでは、ホームページに最

新のニュースやスポーツのスコア、天気予

報などをピックアップして組み込めるサー

ビスがトレンドだ。ユーザーはコンテンツ

を自由に選んでカスタマイズできる。たと

えば、ドジャースのページを作っているフ

ァンは、ドジャースの試合のスコアを自分

のホームページに組み込めるというわけだ。

61ついに登場！
容量無制限の
ビルド系サイト
XOOM.com（http://www.xoom.

com/）は、究極の「容量無制限の無料

ホームページ」を開始した。無制限といっ

ても、CD-ROM1枚分の画像をアップす

る人はおそらくいない。つまり、この容量

無制限のサービスは、負担は覚悟の上で、

インパクトのあるサービスを始めて新たな

ユーザーを獲得するための作戦なのだ。も

ちろん、ユーザー獲得競争が加熱して嬉

しいのはユーザーだ。インパクトのあるサ

ービスが出てくればくるほど、インターネ

ットはどんどんおもしろくなる。

いま

手軽に作れるビルド系サイトが

いま、無料ホーム
ページサービスに

代表されるビルド
系サイトが次々と

登場し、

各サービス会社は
ユーザー獲得のた

めに高機能化を図
っている。

ストリーミングコ
ンテンツ配信サー

ビスなども提供さ
れたいま

もうビルド系サイ
トの方がプロバイ

ダーのホームペー
ジサービスを

利用するより高機
能なホームページ

が作れる時代なの
だ。

「GeoMedia」
http://www.geocities.com/members/
addons/geomedia/

57簡単だけど高機能
60秒でできるビルド系サイト！

ここで、ビルド系サイトとは何かをおさらい

しておこう。要は、無料ホームページサービス

なのだが、ビルド系と呼ばれるサイトでは掲示

板やチャット、ニュースのヘッドライン、アク

セスカウンターなど、一般のユーザーが簡単に

は作れない機能が「部品」として提供される。

ユーザーは専用の編集ページから、これらの機

能をボタン1つで自分のページに組み込める。

そして、究極のビルド系サイトがHomestead

だ。ウィザード形式で、質問に答えていくだけ

で簡単にウェブページができあがる。また、自

分でデザインを直したいときは、Javaで作られ

た付属のホームページ作成ツールで変更できる。

Homesteadを利用してホームページを作れば、

HTMLの知識はもちろん、ホームページ作成ソ

「Homestead」
http://www.homestead.com/

フトだって必要ない。Javaに対応したWWW

ブラウザーさえ動くところなら、どこからでも自

分のホームページをメインテナンスできるのだ。

56「Excite Communities」http://www.excite.com/communities/

60「Tripod」http://www.tripod.com/

59「GeoCities」http://www.geocities.com/

「Netscape」
http://home.netscape.com/sitecentral/
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63携帯電話も高速データ通信の
時代へ突入！

データ通信ではPHSに大きく遅れをとって

いる携帯電話だが、ついに年内中にも“データ

通信も携帯電話”という時代が到来しそうだ。

IDOとセルラー電話によってスタートした

cdmaOneは、これまでの携帯電話と違って

「音が良く切れにくい」

というメリットがあり人

気急上昇中だ。この

cdmaOneが、年内中

に64Kbpsパケット通

信サービスを開始する

予定だ。また、NTTド

コモが2002年の日韓共

催ワールドカップまでに

商用サービスの開始を

予定している「W-CDMA」も、報道陣に実験

システムを公開したり、機器メーカーを発表し

たりと現実味を帯びてきた。さらに、ITUが進

める「IMT-2000」という次世代携帯電話も、

cdma2000を推す米クアルコム社とW-CDMA

を推すエリクソン社の合意によって標準化の可

能性が出てきた。IMT-2000では静止時で

2Mbps、歩行時で384KbpsというISDNより

高速なデータ通信が可能になる。

では、いったい携帯電話でISDNより高速な

通信が可能になることで、どんな世界がやって

くるのだろうか？　NTTドコモの答えが左の写

真だ。小型CCDとカラー液晶パネルが付いた

携帯電話、つまりテレビ電話だ。もしかした

ら、2002年にはテレビ電話を使って、日本と

韓国で行われているワールドカップの試合を見

せ合っているかもしれないのだ。

64携帯無線技術「Bluetooth」に未来世紀を見た！

モバイルの可能性を飛躍的に高めるかもしれ

ない「Bluetooth」の規格が、この6月に正式

に決まる。昨年の5月に、エリクソン、IBM、

インテル、ノキア、東芝の5社によって発表さ

れたこの無線技術は、2.45GHzの周波数帯域

を使用し、1Mbpsの速度でさまざまな機器と携

帯電話をワイヤレスでつなぐ。その組み合わせ

によっては無限の応用が考えられる。たとえば、

PCからの電子メールを携帯経由でインターネッ

トに送ったり、デジタルカメラから携帯を経由

してPCに画像を送ったりできる。携帯式キー

62DDIポケットも
PIAFS64Kデータ
通信をスタート！
アステル、NTTドコモに続き、DDIポケ

ットも今年の夏ごろからPHSの64Kデー

タ通信サービス「ポケット64Kbps」を開

始する予定だ。これまで携帯電話の代替

品のようなイメージだったPHSだが、

64KbpsというISDN回線と同じスピード

でインターネットに接続できるようになっ

たことで新たなニーズも生まれ、NTTドコ

モのドッチーモのような、PHSと携帯電

話が一体となった製品も登場している。ま

た、PHSの欠点だった移動中に通話が途

切れてしまうという問題も、ハンドオーバ

ー機能により改善されている。もうモバイ

ルはオフィス環境と何も変わらないのだ。

いま

モバイル ＆ モビリティーが
iモード、cdmaO

ne、PIAFS64K
など

続々と新しい製品
やサービスが登場

しているモバイル
の世界

これからは、すべ
ての携帯端末が無

線でつながり

データの共有がで
きるようになる。

そして、携帯端末
がすべての情報の

入り口になるのだ
。

小型CCDとカラー液晶パネル
が付いたW-CDMA携帯電話

ボードからの入力も携帯電話に送れるし、携帯

電話で受信したHTML情報をPCのモニターで

表示することもできる。もっとも興味深いのは、

米国で行われているBluetoothのEC実験だ。

コーヒーショップに訪れた客は携帯電話から飲

みたいコーヒーの番号を入力する。注文はレジ

に送られ、コーヒーが出される。しかし、この

とき料金は請求されない。コーヒーを購入した

情報はすでにインターネット経由でサーバーに送

信されており、後日、電話料金と一緒に請求さ

れる。まさに、映画で見た未来の世界そのもの

だ。そして、後述のWAPとBluetoothを組み

合わせれば、その可能性はさらに広がる。
Bluetoothのチップを埋め込んだ米国で唯一の試作機が
N+I 99 LAS VEGASで展示された。エリクソン製
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65どこからでもオフィスのデスクトップに
アクセスできる“ウェブトップ”登場！

64Kbpsデータ通信サービスの登場で、オフ

ィスや自宅からインターネットを利用するのと

同じ感覚でモバイルできる。では、「日頃オフ

ィスで利用しているデータやアプリケーション、

サービスなどに、インターネット経由でどこか

らでもアクセスできるとしたら？」。こんなサ

ービスを発表したのがサン・マイクロシステム

ズだ。この“ウェブトップ”と呼ばれるサービ

スは、JavaベースのWWWブラウザーさえあ

れば、どこからでもサーバーに置かれた自分専

用のデスクトップにアクセスできるというもの。

もう、自分のパソコンを持ち歩いたり、オフィ

スでなければ仕事ができなかったりする時代は

終わろうとしているのだ。

66新しいiモード対応携帯電話は
Javaで動く！？

NTTドコモのiモード端末が、Javaとのカッ

プリングでさらに進化しようとしている。NTT

ドコモとサン・マイクロシステムズはiモード携

帯電話へのJava、Jini、Javaカード技術の導

入に向けて検討を開始。なんと、年内には試

作機が発表されるという。では、いったいiモ

ード端末にJavaが導入されることによって、

何ができるようになるのだろうか？

まず、Javaに対応することでWWWブラウ

ザーや電子メールの機能をネットワーク経由で

アップデートしたり、ゲームをダウンロードし

たりできるようになる。端末を買い換えなくて

も機能をアップできるのだ。また、Jiniに対応

することでネットワーク上のほかの機器（たと

えばパソコンやPDAなど）と簡単にデータの

同期ができるようになる。さらに、Javaカー

ドの技術を使えば、オンラインバンキングサー

ビスのセキュリティーは格段にアップする。も

しかしたら、日本でECがブレイクするきっか

けは、新しいiモード端末かもしれないのだ。

68位置情報システムと携帯端末で
ハイブリッド水族館が誕生！

動物園や水族館に行くと、見ている動物や魚

に関する情報が見られればもっと楽しめるのに

と思う人も多いだろう。位置情報システムがそ

れを可能にしそうだ。三菱総合研究所とIMD

が共同開発したシステムは、施設に入るとき

に渡される携帯端末でユーザーがどこにいるの

かがわかる仕組みで、イルカの水槽の前にいれ

ばイルカの情報といった具合にその場所に応じ

た情報が携帯端末に表示される。このような

発想がさらに進めば、地球上のどこにいても、

その場所に必要な情報を得られるようになる。

67
暗号技術を強化した
WAPで携帯電話が
EC端末になる
「WAP」はモトローラ、ノキア、エリクソ

ンとアンワイヤード・プラネットなどが昨

年の1月に設立した「WAPフォーラム」で

国際規格化になった携帯端末向けのイン

ターネット接続用プロトコルだ。これによ

って、携帯電話だけでインターネットに接

続して電子メールやブラウザーが使えるよ

うになる。日本では4月にIDOとDDIがこ

れに対応した。WAPの主な役割は2つ。1

つはデータを小さく圧縮して転送速度を速

めること。もう1つはデータを暗号化する

ことだ。そして、この暗号技術によって、

携帯電話がECの端末になる可能性があ

る。特に、先のBluetoothとの組み合わ

せは強力だ。スーパーで携帯電話のボタン

を押すだけで買い物がで

きるし、携帯電話か

ら電子ブックを

購入して読

むこともできる。

携帯電話でウェブ

が読めたくらいで驚い

ている場合ではないのだ。

4月に登場した日本初のWAP対応
サービス、IDOの「EZアクセス」

「ハイブリッド水族館」の実験の模様
http://www.mri.co.jp/

ウェブトップのPDF資料
http://www.sun.co.jp/back/1998/1014/sun.net.html
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いま

インターネットビジネスが
せっかくインター

ネットに接続した
のに

ちっとも金を生み
出さないとお嘆き

の経営者もいるだ
ろう。

しかし、インター
ネットにはまだま

だビジネスチャン
スがころがってい

る。

ここではビジネス
を成功させる秘訣

を紹介しよう。

70マーケティングの新たな判断材料
「インターネット視聴率調査」

広告費を決定するサイトの評価の方法とし

て、ヒット数やページビューが多く使われてい

たが、各サイトを横一線に比較することが難

しいという問題があった。そこで登場してきた

のが、テレビの視聴率と同じようにインターネ

ットユーザー全体を代表する無作為に抽出し

たユーザーからデータを集める方法だ。調査で

は専用のソフトをユーザーにインストールして

もらい、統計を取っているようだ。

米国では「メディアメトリクス」（http://

www.mediametrix.com/）や「ニールセン」

（http://www.nielsenmedia.com/）がこの

方法で成功している。また、最近では「PCデ

ータ」が参入してきた。国内では「日本リサ

ーチセンター」（http://www.nrc.co.jp/）が

同様のアプローチで調査を始めている。

いずれにせよ、現在のような不確定要素の

多い調査方法よりも、第三者による信頼性の

高い調査方法の確立が望まれているのは間違

いない。健全な市場を作るためには、この分

野の早急な整備が必要だ。

71 銀行決済もできる
インターネット企業間取引が実現

従来、企業間取引では請求、支払い金額の

確定、代金の決済という流れは紙による事務

処理だった。東京三菱銀行とインテック

（http://www.intec.co.jp/）は、企業同士の

受発注から資金決済までのすべてをインターネ

ットで処理するサービス「ECステーション」

を共同で開発した。

ECステーションは、代金の銀行決済までイ

ンターネット上で完結できるところに特徴があ

る。文房具や事務用品をインターネットで販

売するコクヨ（http://www.kokuyo.co.jp/）

の「べんりねっと」が最初の導入実証実験と

なる。今後は、標準的な決済手段の整備が焦

点となる。標準が決まれば、既存の決済方法

と併用できるようになるはずだ。

69中小企業向け
オンライン出店
支援サービスが始まる
オンラインに出店したいという企業向け

に、支援サービスを提供するサイトが現れ

ている。すでに、米国ではヤフー！が同サ

イト内にコマースサイトを設けるためのヤ

フー！ストアーというサービスを始めた。

こういったサービスは中小企業向けに行わ

れているわけだが、日本でも同様のサービ

スが登場した。

新進商会のビットトレード（http://

bittrade.ssnet.co.jp/）はコマースサイト

の開設や企業間取引き、受注処理、代金

決済といったコマースサイトならではの運

用を支援するサービスだ。単なる受注や決

済だけでなく、購買履歴管理や配送管理

までも行い、かなり本格的なコマースサイ

トを構築できるようだ。

コマースサイトを構築して、単に物品を

販売するだけでは儲けにつながらない。イ

ンターネットの店舗も通常の店舗と同様に

扱わなければならないことは、よく指摘さ

れている。このため、ある程度マーケティ

ング調査が必要になるが、ヤフー！ストア

ーではそれぞれの店舗のマーケティングデ

ータを用意している。このように、コマー

スサイトのホスティングサービスは決済手

段だけでなく、販売管理やマーケティングツ

ールまで提供することが必然となるだろう。

大企業であれば、コマースサイトの構築

は難しくはないが、中小企業の場合はホ

スティングサービスに頼らざるを得ないこ

と考えると、この手のサービスのさらなる

充実が必要となるだろう。

少額で発注頻度が多いというのが、文房具が実験に選
ばれた理由なのだろう

「PCデータ」
http://www.pcdataonline.com/
PCデータによる調査の視聴率トップ1500がウェブサ
イトで見られる
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72WebERPによる業務管理の
アウトソーシング化が始まる

ERP（ Enterprise Resource Planning）

と呼ばれる汎用業務ソフトの導入が企業の業

務効率化で注目されている。ERPは基本的に

は中規模以上の企業で導入されるケースが多

い。選任のスタッフがシステムを管理する必要

があり、コストの問題もあるからだ。

最近の流行はERPとWWWとの統合だ。オ

ラクルのビジネスオンラインやピープルソフト

は、インターネットをフルに活かしてERPシス

テムをさまざまな企業に提供しようとしている。

たとえば、ビジネスオンラインは巨大なデー

タセンターをインターネット上に置き、そのセ

ンターでERPシステムを中小企業向けに提供

するアウトソーシングビジネスだ。これにより、

企業間取引も当然行えるようになる。また、

人事や財務管理といった専用のアプリケーシ

ョンも、企業側で管理する必要がなくなるた

め、業務の簡略化につながる。

73各国の通貨で決済できる
オンラインショッピングサイト

オンラインショッピングでは、サイトが置か

れている場所の通貨で代金を支払うのが普通

だ。しかし、海外の顧客に請求される金額は、

為替の変動に応じて変わってしまう。

三菱商事の子会社であるワンギャラクシー

ソリューションが各国の通貨で決済できるウェ

ブ店舗向けのアプリケーションホスティングサ

ービスを打ち出した。このサービスをコマース

サイトが使えば、顧客は自分の住む場所の通

貨で商品の代金を支払える。サービスの実現

にはウェルズファーゴ銀行、ビザ、マスタカー

ドが協力している。当初サービスする通貨は米

ドルに加え、英ポンド、日本円となる。現在

は、ワンギャラクシーソリューションが提供す

るソフトウェア販売のサイトでこのサービスが

利用されている。

74XMLがすべての
インターフェイスをカバーする

今後オンラインビジネスで重要な技術となる

のがXMLだ。XMLは eXtensible Markup

Languageの略で、HTMLなどに代わってあ

らゆる電子ドキュメントを記述するのに使われ

るタグ言語だ。

XMLにはさまざまな派生があり、VXMLの

ようにタグ言語を音声に変換する言語もある。

こういった言語とデータを組み合わせれば、1

つのデータの集まりから、さまざまなインター

フェイス用のドキュメントを生成できるように

なるだろう。たとえば、ブラウザーでデータに

アクセスしてきた人にはHTMLで結果を返し、

電話のような音声デバイスでデータにアクセス

してきた人には、VXMLを使ってデータを読み

上げるといったこともできる。

今後オンラインビジネスが拡大すれば、デー

タのやり取りはもちろんのこと、さまざまなイ

ンターフェイスの対応も必要となる。XMLは

これらすべてを解決してくれる魔法のテクノロ

ジーといっても過言ではない。

75
企業が売買する
オークションサイト
も出現
172ページでも触れたが、オンラインオ

ークションが盛り上がっている。いずれも

個人向けサービスばかりだが、コムオーク

ションはターゲットを企業に絞っているオ

ークションサイトだ。

扱っている商品も普段はお目にかかれな

いようなものばかり。たとえば、風呂桶や

トラクター、冷却装置といったものがあ

る。ほかにも、原料や素材、サービスとい

ったものが広範囲に売買されている。

こういった状況を見ると、インターネッ

トによってオークションという原始的な商

取引が、いままでとは違った市場を形成

していくかもしれないと感じる。

「コムオークション」
http://www.comauction.com/

「ワンギャラクシーソリュー
ション」
http://www.onegalaxy.
com/
日本、米国ともにほぼ同額
が提示されているのがわかる
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76マルチメディア検索が登場
画像、音声、動画ファイルを直接探せる！

79不法に使われている
画像や音声ファイルを探し出せ！

80
見たいシーンだけを
ピックアップできる
検索技術が登場！
動画ファイルを直接探せるマルチメディ

ア検索の次は、動画ファイルの中身、つ

まり映像のある一部分の見たいところだけ

を検索できるという信じられないサービス

が登場しそうだ。

郵政省通信総合研究所と日本アイ・ビ

ー・エム東京基礎研究所が開発した「ビ

デオ・エンリッチメント」という技術は、

たとえば、サッカーの試合の映像のゴール

シーンだけを検索し、ピックアップしてま

とめて見られるというもの。これは、映像

に写っている被写体の動作パターン（たと

えば“ゴール”など）をキーワードとして

指定することで、その動作パターンを含む

映像を検索できるのだという。

現在この技術は映像、音声、3Dデータ

といったマルチメディアデータの効率的な

検索を可能とするための記述方式を規定

する国際標準MPEG-7にも貢献するもの

として注目を集めている。

「郵政省 通信総合研究所」
http://www.crl.go.jp/pub/whatsnew/press/
990406/990406.html

いま

「新」検索サービスが

増えつづけるウェ
ブサイトをいかに

効率良く検索する
か

検索結果をいかに
わかりやすく表示

するか、そして、画
像や音声、映像な

ど

多様化するインタ
ーネットのコンテ

ンツにいかに対応
するか。

さまざまな機能を
取り入れたインタ

ーネット検索サー
ビスが

大きく生まれ変わ
ろうとしている！

まったく関係のないウェブサイトで有名な企

業のロゴが使われていたり、アニメのキャラク

ターの絵が使われていたりすることはよくある

こと。しかし、これらの画像にはもちろん著作

権があり、使われる企業にしてみればおもしろ

いことではない。使われ方によってはイメージ

ダウンにもなりかねない重要な問題だ。

そこで登場したのが、「ImageLock」

（http://www.imagelocj.com/）というイン

ターネットで不法に使われている画像ファイル

や音声ファイルを探し出すサービス。毎月、絶

えず何百万というウェブサイト、ニュースグル

ープ、FTPサイトをモニタリングしていて、な

んと現在1億以上のファイルが登録されてい

る。また、定期的にインターネットを探し回っ

て画像を見つけ出すサービスも行っていて、す

でにフェデラル・エクスプレスと契約済みだと

いう。

許可なく会社のロゴやアニメのキャラクター

を使うことは、現実の世界ではもちろん違法

だ。インターネットに多くの企業やクリエイタ

ーが進出してきたいま、このようなサービスが

出てくることは実に自然なことなのだ。

インターネットのコンテンツが多様化してい

る。QuickTime 4、MS Audio、MP3など、

新しい技術が続々と登場してきたことで、ク

オリティーの高い本格的なコンテンツが作成で

きるようになった。検索サービス各社もこの動

きに合わせて、マルチメディアファイルを検索

できるサービスをスタートさせている。まず、

ライコスが「Picture & Sound」サービス（日

本でも同様のサービスを提供する予定）を、

続いてアルタビスタも「AV Photo & Media

Finder」をスタートさせた。さらに、Ventura

Communications Internet社も「Search By

Media」というサービスを開始した。

「テキスト情報だけを検索する時代は終わっ

た」、マルチメディア検索サービスの登場はこ

のことを象徴している。インターネットは完全

にマルチメディアの時代に突入したのだ。

「ライコス：Picture & Sound」
http://www.lycos.com/picturethis/

77
78

アルタビスタ
AV Photo & Media Finder
http://image.altavista.com/
Search By Media
http://www.searchbymedia.
com/
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81世界中のウェブサイトの3分の1を
カバーする世界一の検索サービス登場！

ヤフー！、インフォシーク、アルタビスタ、

ライコス、エキサイトなど、大手の検索サービ

スが凌ぎを削るなか、自ら世界一を名乗る検索

サービスが登場した。その名も「All the Web,

All the Time」（http://www.alltheweb.com/）

“いつでもすべてのウェブを”だ。

このサービスはデルコンピュータ社とノルウ

ェーのベンチャー企業Fast Search & Transfer

社が共同で構築したもので、現在、8000万以

上のウェブサイトが蓄積されているという。こ

れだけでも驚くべき数だが、1999年の夏まで

になんと2億のウェブサイトを検索できるよう

にするとしている。現在、インターネットには

5億から6億のウェブサイトが存在していると

言われており、「All the Web, All the Time」

はその3分の1以上をカバーすることになる。

つまり、単純に計算すれば「All the Web,

All the Time」のサーバーが3つあれば、イン

ターネットがまるごと保存できることになる。

これを時系列に積み重ねていけば、“刻々と変

化するインターネットの3分前の姿”を検索で

きるサービスが登場する可能性もあるのだ。

82量より質で勝負
目的のサイトが一発で見つかる！

先に紹介した量で勝負の「All the Web, All

the Time」とはまるで逆のアプローチ、「質」

で勝負の検索サービスも登場し始めている。

「フレッシュアイ」の「ずばリンク」は、キ

ーワードを入れると企業や自治体などの公式

サイトを確実に見つけ出す。目的が決まって

いれば、検索結果は1つで十分という発想に基

づいているわけだ。同様のサービスはライコス

ジャパンでも行われる予定。検索サービスは量

で勝負するにしろ、質で勝負するにしろ、どち

らも「究極」へ向かう。「中途半端じゃ使えな

い」と言わんばかりのダイナミズムが新しい。

84
WebTVやドリームキャストなど、パソコン

以外の機器でインターネットを利用するユーザ

ーが増えてきた。すでにウェブサイトを見るの

はパソコンだけではないのだ。そうなると、こ

れらの機器専用の検索サービスが必要になっ

てくるのが自然の流れ。

そこに目を付けたのが検索サービス大手のヤ

フー！で、ウェブサイトをパソコン以外の機器で

見られるようにするソリューションを提供して

いる「オンラインエニウ

ェア」（ht tp : / /www.

onlineanywhere. com/）

という会社との提携を発

表した。いつでもどこから

でも、インターネットの膨大

なデータベースを利用できる日

は近い。

85ボランティアが参加する
オープンディレクトリー
プロジェクトに注目！

現在、ウェブサイトの数は5億とも6億

とも言われ、毎日増えつづけている。ディ

レクトリー型検索サービスは、これらのウ

ェブサイトを社内のスタッフがコツコツと

調べてリンク集に登録しているわけだ。し

かし、1人のスタッフが1日に調べられる

サイトの数は限られているし、すべての情

報に精通しているわけでもない。そこで登

場したのが、ボランティアを募集してディ

レクトリー型のリンク集を作成しようとい

うネットスケープの「オープンディレクト

リープロジェクト」だ。すでに8000人を

超えるボランティアが活動している。

インターネットのことを一番よく知って

いるのはそれを日々使いこなしているイン

ターネットユーザーであり、そのユーザー

が得意とする分野のウェブサイトのコメン

トを書いて登録すれば、より内容の濃いリ

ンク集が作成できるという発想だ。さら

に、ここで作成されたディレクトリーは無

償で利用できる。検索サービスを高性能

にしようという試みに終わりはなさそうだ。

83ライコスジャパンhttp://www.lycos.co.jp/

「フレッシュアイ」
http://www.fresheye.com/

「Netscape Open Directory」
http://directory.netscape.com/

PalmⅢやWebTVでも
検索サービスが利用できる！
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89CPUは速くなり、アイデアも洗練されて
3Dコンテンツは非日常へ向かう

3、4年ほど前に話題になったVRMLという

3D技術も、今日では、フラッシュやダイナミ

ックHTMLにすっかり主役の座を奪われてしま

った。VRMLが普及しなかった理由の1つは、

当時のCPUの遅さにあった。しかし、パフォ

ーマンスよりも問題だったのはVRMLを使った

コンテンツの「つまらなさ」だった。

米国で2月にオープンした「XRave」は

VRMLを使ったバーチャルセックスサイトだ。

しかも、この仮想空間のターゲットはマイノリ

ティーである「倒錯性愛者」だという。ここ

では、VRMLの部屋で同じ趣味を持つ仲間に

出会い、会話し、さまざまな人格を演じ合う。

これまで、3Dコンテンツと言えば、「宇宙に浮

かんだロケット」のような、ごく日常的なもの

をリアルに再現しようとしていた。これに対し

て、XRaveのおもしろさは徹底的に「非日常」

を作ろうとしているところにある。その証拠に、

このサイトには日常的なヌード写真など一枚も

ない。「OMAR」、「X3D」などの新しい3D技

術も登場し、いままさに、非日常的な仮想空

間がインターネットで花開こうとしている。

いま

未来型コンテンツが
インターネットの

おもしろさをもっ
とも簡単に体験で

きるのが「コンテ
ンツ」だ。

なかでも見慣れた
はずのウェブサイ

トがこれからもっ
とおもしろくなる

。

簡単にキーワード
だけ挙げておこう

。

発想、女性、非日
常、感動、そしてア

フィニティー。

百聞は一見にしか
ず。とにかく読ん

でみてほしい。

86理屈抜きで感動する
サイトに出会える
インターネットは楽しく役に立つだけで

なく、損得抜きで「感動できるメディア」

になってしまったようだ。たとえば、「横

浜FC」の誕生にインターネットが大きく

貢献した（本誌6月号参照）ことに胸を

打たれた人も多いはずだ。

NATOの空爆が続くユーゴスラビアから

国内の情報を世界に届けたのも、電子メ

ールやウェブだった。なかでも、セルビア

独立系ラジオ局「B92」（http://www.

b92.net/）は政府批判を含むニュースを

インターネットで放送した。すでに当局に

よって閉鎖されてしまったが、現在、世界

中でB92の放送再開を呼びかける運動が

起こっている。コソボ支援のサイトはいま

でも増えつづけ、米国赤十字社がコソボ

にいる親戚や知人の安否を確認するため

のサイト「Displaced Persons Linking

Center」を、スナップと民間国際援助組

織 CAREは「コソボ救援リソースセンタ

ー」をそれぞれ開設している。

ほかにも、慈善団体や非営利団体の活

動を支援する検索エンジン「Phi lan-

thropySearch.com」や、資金集めのた

めのオークションサイト「Beverly Hills

Charity Auction」など、インターネット

を使った慈善活動は活発になる一方だ

「Displaced Persons Linking Center」（右図）
http://www.redcross.org/intl/request.html

「XRave」
http://www.xrave.com/

88PhilanthropySearch.comhttp://www.philanthropysearch.com

87Beverly Hills Charity Auctionhttp://www.bhauction.com/
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902002年には
インターネット人口比が逆転？
躍進する女性カルチャーサイト

先月号の本誌「USA FRONT LINE」でも述

べたように、米国におけるインターネットユー

ザーの男女比「4対3」は、2002年までに逆

94大都市の次は
アフィニティー
ポータル

1年ほど前からインターネットにポータ

ルサイトという巨大都市が現れた。デパー

トに人が集まるように、いまでは、ヤフ

ー！やエキサイトなどのメガサイトに多く

のユーザーが立ち寄るようになった。しか

し、その反動とも言えるおもしろい動きが

起こり始めている。広くくまなくインター

ネットの情報にアクセスできるポータルサ

イトとは対照的に、特定のテーマだけに深

く、濃く入りこめるような入り口が登場し

たのだ。その名も「アフィニティーポータ

ル」。「アフィニティー」には「強い好み」

という意味がある。

現在、その代表格はチャンネルスペー

ス・エンターテインメントという企業が提

供する「Collecting Channel」だ。サイ

トには、映画、テレビ、コミック、スポー

ツなど、普通のディレクトリーサービスと

同じようなメニューが並んでいる。しかし、

中身が違う。リンクをクリックして出てく

る情報はすべて「コレクターズアイテム」

に関するものばかり。やはり、インターネ

ットはこうでなくてはつまらないのだ。デ

パートに対抗できるのは専門ショップだけ。

そしてこれからは、「マイ・アフィニティ

ーポータル」の1つや2つくらい持ってい

なくては、インターネットのおもしろさは

半減してしまうのかもしれない。

転する。このような状況を反映して、いま米国

でもっともホットなコンテンツが「ウーマン・

コム」に代表される女性にターゲットを絞った

サイトだ。仕事と家庭とを両立させながら忙し

い日々を送る女性に、育児や蓄財情報などの

有益な情報や手軽なオンラインショッピングな

どを提供する。

もちろん、日本においてもインターネットを

利用する女性は増え続けている。アールシーワ

イ・ビジョンの「WebStyle」や、ネクストプ

ランニングの「ティアラオンライン」など、女

性向のコンテンツも続々と登場している。これ

らが、単に「女性的な」情報が見られるだけで

なく、ウーマン・コムのように生活に密着した

「道具」として使われるようになれば、日本の

女性カルチャーサイトもおもしろくなるはずだ。

93インターネット放送の可能性を
先取りしたオンラインタクシー

4月に開催された全米放送協会の展示会

「NAB99」で、サン・マイクロシステムズのジ

ョン・ゲイジ氏は1枚のウェブページをモニタ

ーに映しながら「これがテレビ放送業界のライ

バルだ」と語った。「アルティメイト・タクシ

ー」と題したこのサイトでは、米国コロラド州

に住むジョン・バーンズ氏が自分のタクシーに

乗った著名人のビデオ映像をインターネットで

ライブ放送している。

定点カメラを使って街の風景を中継するとい

ったやり方はインターネットの世界ではそれほ

ど珍しくない。では、ゲイジ氏がなぜ、いまこ

のサイトを引き合いに出したのだろうか。そこ

には、インターネットと放送の統合に期待が集

まる99年、すべての業界が保守的であっては

いけないという示唆がこめられているのだ。放

送の素人であるタクシードライバーが仕掛けた

一大エンターテインメント。そこには、この瞬

間にタクシーの中でくつろぐクリント・イース

トウッドやリンゴ・スターがいる。頭に浮かん

だことを躊躇なく実現してしまったパワーこそ

が、なによりも新しくて、おもしろいのだ。

「ウーマン・コム」
http://today.women.com/

「Ultimate Taxi Web Broadcasting」
http://www.ultimatetaxi.com/tv/

「Collecting Channel」
http://www.collectingchannel.com

92ティアラオンラインhttp://www.tiaraonline.com/

91WebStylehttp://www.webstyle.ne.jp/
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いま

この人たちの証言が
変化の激しいイン

ターネット業界で

常に最先端のアイ
デアを出し続けて

きた人たちがいる
。

彼らは、いまのイ
ンターネットのど

こがおもしろいと
感じているのか。

そして、次はなに
をたくらんでいる

のか。

おたのしみの最後
は彼らに締めくく

ってもらおう。

95
「設備投資と技術革新
のサイクル」を速める
技術革新はどんどん進んでいる。たとえば、

ついこの間ギガビットの通信路が話題になって

いたかと思えば、テラビットの通信路がもう具

体的なスケジュールとして見えてきた。しかし

現在は、新しい技術を応用したサービスが実際

にユーザーの手元に提供されるまでにはタイムラ

グがある。新しい技術が登場しても、それぞれ

の通信事業者がそれまでの設備投資を回収でき

なければ次のサービスが提供できないからだ。ユ

ーザーから見て、インターネットが表面的につ

まらなく映ってしまうのはこのためだ。技術革

新と同じサイクルで設備投資が回収できるよう

になれば、すごくおもしろくなると思う。このサ

イクルを速めるためには「マーケット」を広げ

ることが重要になる。

日本のインターネットユーザーの数は1500万

人と言われている。しかし、このうちの7割は会

社だけで使っている。ホームユーザーは全体の3

割弱に過ぎない。家庭で使う人たちの数が全体

の5割を超えるようになれば、インターネットを

使ってビジネスをする人たちも「マーケットが大

きくなってきたな」と実感すると思う。

PCの分野では、各メーカーが専門誌ではな

く、テレビやラジオに広告を打つようになって

きた。これはコンシューマーをターゲットにした

マーケッティングのやり方であり、マーケットが

成熟した証拠だ。同様に、99年はインターネッ

トの分野でもコンシューマーにマーケットがシフ

トしてくる最初の年になる。これによってユー

ザ－数という分母が増えれば、通信サービスの

値段も安くなるし、事業者が新しいサービスを

提供するための設備投資をしやすくなるだろう。

96
ECの普及がサービス
の差別化を生み出す
現在、日本ではアプリケーションの進化と通

信のキャパシティーとを比較すると、通信のほ

うが圧倒的に進んでいる。特に、データ通信の

ために作られたインフラでは、アプリケーション

がトラフィックを埋めきれていないというのが実

態だ。これが逆転してわれわれ通信事業者があ

せり始める時代がやってくるだろう。

今年は、一般の人が銀行や証券、物販など、

さまざまな分野でECを使い始める元年になるだ

ろう。エンターテインメント系のアプリケーショ

ンも多く登場しているが、ユーザーは、24時間、

365日、銀行に行かなくてもインターネットで

お金が振り込めるといったサービスに具体的な

メリットを感じるはずだ。ECが普及すれば、当

然サービスの差別化が起こる。これまでは、銀

行を選ぶにも多店舗展開をしていて、歩いてす

ぐに行ける距離に支店があれば便利だと考えて

きた。しかし、これからのユーザーは、お金を

振り込むのにインターネット上で5分も待たされ

るような銀行には口座を作らなくなる。

当然、サービスを提供する企業はインフラも

含めてシステムや設備への投資をこれまで以上

に真剣に始める。さらに、情報化投資の目的自

体も米国と同様に、「生産性や効率を上げて利

益を出すため」から、「いいサービスを提供して

顧客をつなぎとめておくため」へとシフトするこ

とになるだろう。

97
30億人のユーザーに
通信手段を提供したい
現在、地球上には約60億の人間がいる。そ

のうちの約半分にあたる30億の人たちは、生ま

れて一度も電話を使わずに亡くなってしまう。

貧しい国々では所得に比べて電話というサービ

スが非常に高価だからだ。しかし、技術革新が

進むインターネットは非常に安いコストで通信

サービスを提供できる。これによって、一生の

間に一度も電話をかけずに亡くなっていく人た

ちの数を減らせるのではないかと考えている。

またあまり知られていないが、60億人のうち、

12人に1人、約5億の人々はなんらかのハンデ

キャップを持っている。そして、多くの国では、

今日でもハンデキャップを持った人たちが表に

見えないように暮らしている。しかし、インタ

ーネットを使えば、ハンデキャップを持たない人

たちが得られるのと同じ情報を提供できる。在

宅で仕事をしたり買い物をしたりできる。非常

に夢があり、若い人たちにとってもチャレンジ

する価値がある話だ。そして、これらの試みは、

間違いなく誰もが応援してくれるだろう。

深瀬弘恭の証言
- コンシューマーの獲得が鍵 -
株式会社インターネットイニシアティブ
取締役会長
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98
一粒で二度、三度
おいしいメディアミックス
いま、個人的に興味があるのは、お年寄りや

家庭の主婦にまでインターネットの裾野を広げ

ることだ。現在は、インターネット人口が増殖

する速度よりも、その背後にあるコンテンツが

増殖する速度のほうが速い。1人の人間にはと

うてい見きれないほどの情報があふれている。性

別や世代を超えてインターネットを広めるため

には、大胆な取り組みが必要になってくる。

たとえば、放送向けに作った番組とインター

ネット向けに作ったコンテンツを、メディアミッ

クスのような形で統合して、一粒で二度、三度

おいしいような流し方をするべきだ。たとえば、

お年寄りがリモコンで「シルバーチャンネル」を

選ぶと「ゲートボール××県大会」の放送が始

まる。それは過去のテレビ番組をエンコードし

て、インターネットからストリーミング放送して

いるものかもしれない。しかし、使っている人に

はあたかもテレビのチャンネルが増えたように見

える。これまで、ストリーミング放送はキーボ

ードを使ってパソコンからインターネットに接続

する人たちだけのものだった。しかし、このよう

なメディアミックスによって間口は広がってく

る。映画産業はすでにそれをやっていて、いま

まで劇場用だったものをホームビデオにして販売

したり、CATV会社に配給したりする。一粒で

三度おいしいわけだ。インターネットのコンテン

ツも同様に、出口はPCだけでなく、多様化し

ていくだろう。

99
「くもの巣」の先に
違ったものが見え始める
インターネットはあくまでもネットワーク。今

までは電話網でアナログモデムを使ってアクセス

した先に、BBSみたいなものやさまざまなコン

テンツが存在した。ところが、そのほかにも、イ

ンターネットという得体の知れない「くもの巣

状」に広がる、ワールドワイドのネットワーク

の先には、いままでと違って複数のコンテンツ

が見えるようになる。ダウンリンクはテレビ放送

で、アップリンクはアナログ網でなど、さまざま

な組み合わせが出てくる。

インターネットがマルチメディアの申し子と言

われているのは、これまでのさまざまな「物メデ

ィア」を1つのメディアに見えるようにハンドリ

ングしてくれるからだ。電子メールという郵便

がそうだし、出版がそうだし、放送がそうだ。

インターネットを使い始めて最初の利益を受け

たのがパソコンユーザーだった。しかし、もう少

し裾野を広げて、テレビを見る感覚でISPなど

とまったく関係ない人もこれらのコンテンツを見

に行けなくてはだめだ。

バナー広告にしても、今までのターゲットは

PCユーザーだけだった。ウェブの世界では、

100万ページビューあると言えばすごいことだ

が、テレビと比較されたらたいしたことはない。

しかし、テレビがインターネットにハンドリング

されることで、ウェブの広告がテレビからも流れ

るとなれば、バナー自体の意義も変わってくる

だろう。

100
葛尾村の遠隔医療に
裾野を広げるヒントがある
福島県の村で「マルチメディアビレッジ」と

いうのをやっている。ここは無医村で人口の3分

の1が65歳以上。過疎で高齢化した村だ。この

村の全部の家にテレビ電話を導入した。当初は

村の中の通信手段として使っていたが、村のユ

ーザーたちは、これで無医村を克服できないも

のかと考えた。さっそく、町の病院とつないで

テレビ電話で問診できるようにした。ところが、

これまでの制度ではテレビ電話で問診したので

は医者が処方箋を書けないため、国民健康保険

が使えない。そこで、村が動いて厚生省に相談

に行った。その結果、リュウマチや安定した高

血圧、長く患っている皮膚病など、慢性疾患に

限ってはテレビ電話での問診でも処方箋が出せ

るようになった。処方箋が出ると次は街まで薬

の運搬だ。今度は郵政省に頼んで、薬が湿気な

いための「お薬パック」を作り、郵便で村に届

けてもらえるようにした。これで、初めて無医

村のハンデがある程度克服されたわけだ。今年

からは、血圧や脈拍を測定できる自動測定器に

高川雄一郎の証言
- もっと裾野を広げたい -

日本電信電話株式会社
マルチメディア推進部

ソリューションビジネス部長

お年寄りが腕を入れると、その結果が町の医者

のデータベースに入るようにした。異常値が出

ていたら、医者がテレビ電話で「おばあちゃん

どうしたの」と呼び出す。葛尾村の例はネット

ワークが生活のパターンを大きく変えることのい

い例だと思う。インターネットが本当に定着す

るというのもこのようなことではないか。電子メ

ールを利用した人はやはり生活やビジネスのス

タイルが変わっている。インターネットを使って

海外の情報を見られるだけで、これはもう文化

が変わってくるのだ。

葛尾村では、村で作ったホームページをテレ

ビ電話で見られるようにしている。自治体から

の広報や、町まで行くバスの時刻表や運休情報

などが見える。このホームページを見ている人に

とっては、HTMLで書かれたデータがH.320の

世界に来ていることなど、まったく関係ない。

日本中でこのような段階まで裾野が広がらなけ

れば、インターネットが本当に大衆化したとは

言えないだろう。

これまで私がやってきた「MN-128」や「放

課後クラブ」や「カードでね！」は、裾野を広げ

るためのきっかけにすぎない。ようやくこれらの

試みが花開く時代になってきたのかもしれない。
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